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今月の主な内容
　中学生海外派遣研修報告
　議会だより
　まちの話題
　生涯学習の広場
　Information Room

２
４
17
20
30

表紙写真　中学生海外派遣
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　１月２７日（金）から２月４日（土）の９日間、
中学生海外派遣研修として、町内の中学生 12人がマ
ラソンなどでも交流をしているアメリカ・ユタ州・
セントジョージ市を訪れました。
　ここで、参加した皆さんの感想を紹介します。

揖斐川中学校　野原佳希
　僕が、このアメリカ研修に立候補したのは、生の英語を使っ
てコミュニケーションがしたかったからです。初めてホストフ
ァミリーの方と対面したときは心配でしたが、会話をしている
うちに心配も消え、自分から質問することもできました。この
経験は、もう二度と味
わうことのできないも
のです。多くの立候補
者の中から選ばれ行か
せてもらえたことにと
ても感謝しています。
この経験を将来、何か
に役立てていきたいと
思います。

この研修を通じて…　揖斐川中学校　宮内貴士　　
　僕がこの研修に参加しようとしたのは、自分の限界に挑戦し
てみたいと思ったからです。苦手なものに挑戦し自分を高めて
いくこと、これを自分自身の課題にして研修にのぞみました。
　アメリカでは僕の想像を超える世界が広がっていました。今
までの暮らしから離れ僕は
不安でいっぱいでした。ホ
ストファミリーの皆さんは
僕を温かく迎えてくださり
不安など吹き飛んでしまい
ました。そして、文化の交
流などをして絆を深めるこ
とができました。すばらし
い体験をさせていただきあ
りがとうございました。

揖斐川中学校　牧村芳希
　ホームステイでは、英語だけの会話で意外とお互いに伝え合
うことができ、とても充実した日々を過ごしました。また、ア
メリカと日本は、「文化」「習慣」「環境」が全く違うことを感じ、
それぞれの国の良さを認めることができました。この研修で学
んだことを今後の生
活に生かしていきた
いと思います。
　このような貴重な
体験をさせてくださ
った皆さんに感謝し
ています。ありがと
うございました。

揖斐川中学校　白川　葵　
　この研修で私はたくさんのことを学びました。現地では、今
まで英語の授業で学んだことを生かして自分から積極的にコミ
ュニケーションをとったり、日本との文化や習慣の違いにふれ
ることができました。
　また親元を離れて生活す
ることで自分なりに成長す
ることもできました。町の
方々、家族、そしてこの研
修に関わってくれた皆さま
へ感謝し、今後の英語の授
業や生活のいろいろな場面
で生かしていきたいと思い
ます。

アメリカで生活して　　揖斐川中学校　吉野哲史　
　僕はアメリカの人たちと英会話を通じて文化交流をしたいと
思い、この研修に参加しました。ホームステイや学校との交流
を通じて、アメリカと日本の文化がまったく異なっていること
を感じました。朝に風呂に入る習慣があったり、教会で聖歌を
歌ったり、その宗教の
歴史を学んだりと日本
では見られないことを
自分の目で見つめるこ
とができました。こん
な貴重な体験ができた
のも町、役場、教育委
員会の方々、町長さん
のおかげです。ありが
とうございました。

積極性と判断力　　揖斐川中学校　内藤千絵　
　この研修では積極性と判断力がとても必要だと感じました。
　家などでは自分ひとりで、誰にも頼れませんでした。だから
自ら進んで話しかけたり、相手の言っている事や行動を判断し
たりして生活しました。セントジョージの方はとても明るく、や
さしい方ばかりでした。学校の廊下で会っても声をかけてくれ
ました。
　今回学んだ事を、今後
どの場面でどのように生
かしていけるかしっかり
考えたいです。
　そして、町の代表とし
て行かさせていただいた
事、支えてくれた人たち
に感謝したいと思います。

アメリカで学んだ事　揖斐川中学校　水谷小百合　
　私はアメリカ研修でたくさんの事を学びました。例えば文化の
違いで、学校は自由な校風で自分で決めたりする事が多いと感じ
ました。次に英語で何回も聴く事や単語とジェスチャーを使う事、
ホストファミリーやたくさんの人が分かりやすく話してくれたの
で積極的にコミュニケーシ
ョンができました。
　また１人でホームステイ
する事により自分は何をす
るのか考える判断力がつき
ました。
　今回学んだ事を多くの人
に伝え、また英語力や判断
力をさらに高めていきたい
です。
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愉快な仲間たち in St.George　北和中学校　伊丹ひかる
　「コンニチハ !!」私が廊下を歩いていると片言の日本語で私に
声をかけてくれる生徒たち。「いつまでいるの？」「どんなスポ
ーツが好き？」私が一番体験したかった彼らとの交流の夢を、
あっという間に彼らは叶えてくれました。
　私たち日本人は気恥ずかしいという気持ちが先立って、声を
かけたり、仲良くなるのに時
間がかかるけど、セントジョ
ージの人たちは会った時から
フレンドリーに接してくれま
した。
　今度スノーキャニオンの生
徒が来てくれたときは、私た
ちも同じようにあたたかく迎
えてあげたいと思います。

海外派遣を終えて　　北和中学校　大久保貴文
　この海外派遣で、僕は自分の力を出し、いろいろな成長をす
ることができました。ホームステイでは、時間がかかったけど、
勇気を出して話しかけたことや、現地の中学生と楽しく過ごす
ことで、何事にも積極的に取り組むことなどたくさんの成長が
できました。そして今、
僕はどんなことでも感
謝の気持ちを忘れな
い、という成長ができ
ました。これらの成長
は、これからの生活で
とても役に立つと思い
ます。本当にありがと
うございました。

Thanks a lot of 5 days　　北和中学校　坂本真愛
　私がこの研修で印象的だったことは、揖斐川とセントジョー
ジの自然の違いです。揖斐川には美しい山や川があり、セント
ジョージには広大な砂漠がありました。でもそれ以上に心に残
ったこと、それはホストファミリーの愛情です。私はデイファ
ミリーと５日間をともに過ごしました。優しく話しかけてくれ
て、緊張している私を笑顔に
変えてくれました。本当の家
族のように思えてホームシッ
クにはなりませんでした。た
くさんの素晴らしい経験がで
きたことに感謝し、これから
の生活に生かしていきたいで
す。本当にありがとうござい
ました。

HOT FAMILY   北和中学校　林　愛恵
　"Do you like music?"　これが一番初めにホームステイの家族
とした会話です。緊張していた私に優しく声をかけてください
ました。"Yes." というといろんな音楽をかけてくれたりして話
題が広がり家族と一緒に会話ができるようになりました。この
時から私に欠けていた積
極的な心が身につきまし
た。また、ホストファミ
リーの皆さんは、私に合
わせたスケジュールで過
ごしてくださり、一日一
日が楽しく充実した日々
をおくることができまし
た。本当に感謝していま
す。

アメリカ研修から学んだこと
　　　　　　　　　　揖斐川町役場　井川孝明
　「YOUKOSO　IBIGAWA　NO　SEITO　SAN」の看板に迎
えられて、セントジョージ市での研修が始まりましたが、12 人
の生徒たちは、ホストファミリーとの生活を通じ、徐々にコミ
ュニケーションもスムー
ズになり、現地の中学生
と笑顔で会話をする姿に
は、感動すら覚えるもの
でした。
　今後、今回の貴重な研
修経験を、学校や地域で
広め、リーダーとして活
躍してくれることを期待
しています。

谷汲中学校　浅野佑真
　アメリカ研修に参加させていただいて、日本とアメリカの生
活や文化の違いについていろいろ体験することができました。
特に印象深かったことは、アメリカでは初対面の人でも相手か
ら気軽に声をかけてきてくれたことです。そのおかげで緊張が
ほぐれ、とても打ち解
けやすかったです。こ
れから、自分も誰とで
も分け隔てなく接する
ことができるようにし
たいと思いました。貴
重な体験をさせていた
だいてありがとうござ
いました。

セントジョージで感じたこと 
　　　　　　　　　揖斐川中学校教諭　香田明彦
　ホームステイや SCMS での様々な体験を通して、私が強く感
じたことは、国や民族、宗教、文化、生活様式の違いを越えて、
相手のことを思いやることや笑顔で接することの大切さです。
そして、人と人との交流は、
心の交流であることを再
認識しました。（※ SCMS
　Snow Canyon Middle 
School：交流先の学校）
　今回の研修で、学ばせて
いただいたことを今後の教
育活動に生かしていきたい
と思います。ありがとうご
ざいました。

「驚き、感動、そして感謝」   　　　 
揖斐川町教育委員会社会教育課　派遣社会教育主事　折戸克明
　中学生１２名と共にアメリカ・セントジョージ市を訪問させ
ていただいたことは、我が人生にとっての最高の経験、そして
勉強の場となりました。我々を迎えてくださった現地の方々の
温かさ、その中で日ごとに成長を見せる派遣生徒たち、またア
メリカという国のすべてに
おけるスケールの大きさな
ど、どれもこれもがこれま
でに味わったことがないよ
うなものばかりでした。こ
のような貴重な研修の場を
与えてくださった町民の皆
様に心より感謝いたしてお
ります。
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◎
揖
斐
川
町
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
　

地
方
自
治
法
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け
る
公
の
施
設
の
管
理

に
つ
い
て
「
指
定
管
理
者
制
度
」
が
創
設
さ

れ
た
こ
と
に
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指
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の
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の
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続
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関
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事
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が
定
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し
た
。
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揖
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川
町
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レ
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ー
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の
設
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す
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入
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設
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つ
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改
正
さ
れ
ま
し
た
施
設
は
次
の
と
お
り
で

す
。

・
揖
斐
川
町
情
報
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
テ
レ
ワ
ー

ク
セ
ン
タ
ー

・
揖
斐
川
町
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
館

・
揖
斐
川
町
春
日
特
産
開
発
施
設
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揖
斐
川
町
貝
月
森
林
総
合
利
用
施
設

・
揖
斐
川
町
月
夜
谷
ふ
れ
あ
い
の
里
総
合
利

用
施
設

・
揖
斐
川
町
藤
橋
新
山
村
振
興
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農
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漁
業
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別
対
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施
設
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業
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興
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設
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町
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施
設
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揖
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川
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春
日
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光
案
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兼
農
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物

直
売
所

・
揖
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川
町
春
日
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者
の
里

・
揖
斐
川
町
久
瀬
温
泉
施
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揖
斐
川
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橋
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日
谷
キ
ャ
ン
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揖
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ク
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ー
シ
ョ
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揖
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介
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ン
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揖
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町
心
身
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小
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模
授
産
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・
揖
斐
川
町
老
人
保
健
施
設
山
び
こ
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・
揖
斐
川
町
診
療
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・
揖
斐
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町
木
曽
屋
地
区
農
林
水
産
物
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売

施
設
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揖
斐
川
町
総
合
営
農
指
導
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点
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揖
斐
川
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坂
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イ
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セ
ン
タ
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揖
斐
川
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坂
内
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入
支
援
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揖
斐
川
町
谷
汲
特
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品
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示
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売
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川
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谷
汲
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光
資
料
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川
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谷
汲
昆
虫
館

・
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斐
川
町
谷
汲
緑
地
公
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・
揖
斐
川
町
坂
内
産
地
形
成
促
進
施
設

・
揖
斐
川
町
坂
内
バ
イ
ク
ラ
ン
ド
セ
ン
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ー

ハ
ウ
ス

◎
揖
斐
川
町
教
育
交
流
施
設
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
伴
い
、
揖
斐
川

町
教
育
交
流
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
つ
い

て
必
要
な
事
項
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　第９回揖斐川町議会定例会が、１２月７日（水）に招集され、午前９時より会議が開かれま
した。初日には、会期を１４日（水）までの８日間と決定し、条例案件３６件、予算案件９件、
決算認定１９件の提案説明が行われ各常任委員会・特別委員会に付託されました。また、町道
の路線認定について等９件が可決され、散会しました。同日午後からは、決算特別委員会が開
催され、決算認定にかかる付託案件が審議されました。
　翌日からは、各常任委員会が開催され、付託案件について慎重に審議されました。
　１３日（火）には、一般質問が行われ１０名の議員が町政について質問しました。
　最終日となる１４日（水）には、各常任委員会、特別委員会に付託された案件について、委
員長報告を受け、質疑及び討論のあと採決を行いました。
　本定例会で、審議されました案件は、条例３６件、予
算（補正予算）９件、決算認定１９件、その他９件です
べて、原案のとおり可決（認定）されました。
　また、継続審議となっていました請願１件については、
慎重な審議の結果、不採択とすることに決定されました。
　議決されました議案は、次のとおりです。

第 9回揖斐川町議会を開催！
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発
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の
拠
点
と
し
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給
与
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定
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伴
う
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、
土
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設
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害
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母
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家
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療
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整
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事
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２
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１
５
１
０
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増
額
補
正
し
、
総
額

１
４
５
億
２
３
３
４
万
７
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

◎
平
成
17
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

療
養
給
付
費
、
高
額
医
療
費
等
、
２
億
３

７
６
７
万
８
千
円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
２

３
億
５
９
１
２
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
17
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

坂
内
診
療
所
に
か
か
る
経
費
等
、
７
５
万

円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
１
億
５
６
３
３
万

８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
17
年
度
揖
斐
川
町
老
人
保
健
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

レ
セ
プ
ト
点
検
委
託
料
、
審
査
支
払
手
数

料
等
、
２
６
６
万
３
千
円
を
増
額
補
正
し
、

総
額
２
８
億
６
２
６
６
万
３
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

◎
平
成
17
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
中
央
診
療
所

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

診
療
報
酬
収
入
を
４
２
０
万
円
減
額
し
、

総
額
８
９
１
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
17
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

施
設
改
良
整
備
工
事
費
等
、
５
３
０
０
万

円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
８
３
０
０
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
17
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

南
部
簡
易
水
道
配
水
管
敷
設
工
事
費
、
７

８
０
万
円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
２
億
１
２

５
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
17
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

清
水
地
区
建
設
事
業
費
の
減
額
、
北
和
地

区
建
設
事
業
費
、
美
束
地
区
建
設
事
業
費
の

増
額
等
、
４
３
９
９
万
５
千
円
を
増
額
補
正

し
、
総
額
１
８
億
５
６
６
１
万
３
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

◎
平
成
17
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

管
梁
施
設
事
業
費
等
、
７
７
２
５
万
４
千

円
を
増
額
補
正
し
、
総
額
５
億
１
６
６
３
万

３
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
・
特
別

会
計
決
算
（
平
成
17
年
１
月
31
日
か
ら
平
成

17
年
３
月
31
日
ま
で
）
の
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
１
月
31
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で

の
揖
斐
川
町
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算

が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
さ
れ
ま
し
た
各
会
計
決
算
は
次
の
と

お
り
で
す
。

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
老
人
保
健
医
療
特

別
会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
中
央
診
療
所

特
別
会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道
特

別
会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町　

永
簡
易
水
道
特

別
会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
市
場
簡
易
水
道
特

別
会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
北
部
簡
易
水
道
特

別
会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
北
方
財
産
区
特
別

会
計
決
算

議会だより
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議会だより

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
大
和
財
産
区
特
別

会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
財
産
区
特
別

会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
長
瀬
財
産
区
特
別

会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
横
蔵
財
産
区
特
別

会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
観
光
事
業
特
別
会

計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
決
算

・
平
成
16
年
度
揖
斐
川
町
杉
原
地
域
土
地
取

得
等
特
別
会
計
決
算

◎
町
道
の
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

◎
町
道
の
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

　

前
記
２
議
案
は
、
平
成
16
年
度
の
農
道
整

備
に
よ
り
９
路
線
、
県
道
の
付
け
替
え
に
伴

う
１
路
線
、
徳
山
ダ
ム
建
設
事
業
に
か
か
る

２
路
線
、
合
計
12
路
線
を
認
定
し
、
徳
山
ダ

ム
建
設
に
伴
い
水
没
す
る
路
線
、
24
路
線
を

廃
止
し
ま
し
た
。

◎
証
明
書
の
交
付
等
の
事
務
委
託
の
廃
止
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
羽
島
郡
柳
津
町

が
岐
阜
市
に
編
入
合
併
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
住
民
票
等
の
相
互
発
行
事
務
委
託
が
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

◎
証
明
書
の
交
付
等
の
事
務
委
託
の
廃
止
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
３
月
27
日
か
ら
養
老
郡
上
石
津

町
と
安
八
郡
墨
俣
町
が
大
垣
市
に
編
入
合
併

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
住
民
票
等
の
相
互
発

行
事
務
委
託
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

◎
西
濃
環
境
整
備
組
合
を
組
織
す
る
市
町
数

の
減
少
及
び
同
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
３
月
27
日
か
ら
安
八
郡
墨
俣
町

が
大
垣
市
に
編
入
合
併
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
西
濃
環
境
整
備
組
合
構
成
市
町
の
数
を

減
少
す
る
と
と
も
に
、
規
約
の
所
要
の
変
更

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
◎
大
垣
衛
生
施
設
組
合
を
組
織
す
る
市
町
数

の
減
少
及
び
同
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
３
月
27
日
か
ら
安
八
郡
墨
俣
町

が
大
垣
市
に
編
入
合
併
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
大
垣
衛
生
施
設
組
合
構
成
市
町
の
数
を

減
少
す
る
と
と
も
に
、
規
約
の
所
要
の
変
更

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
岐
阜
県
市
町
村
会
館
組
合
を
組
織
す
る
市

町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
３
月
27
日
か
ら
養
老
郡
上
石
津

町
と
安
八
郡
墨
俣
町
が
大
垣
市
に
編
入
合

併
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
岐
阜
県
市
町
村
会

館
組
合
構
成
市
町
村
の
数
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
と
し
て
、
次
の
方
を
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

宮
川　

登
美
子
（
東
横
山
）

　

大
西　

良
和　
（
三
輪
）

◎
「
進
行
性
化
骨
筋
炎
」
の
難
病
指
定
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　
「
進
行
性
化
骨
筋
炎
」
を
難
病
に
指
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
早
期
に
原
因
の
解
明
や
治

療
方
法
の
研
究
を
図
る
と
と
も
に
、
患
者
が

安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
支
援
を
行
う

よ
う
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

◎「
消
費
税
の
大
増
税
に
反
対
す
る
意
見
書
」

の
提
出
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

　

第
５
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
継
続
審
議
と

な
っ
て
お
り
ま
し
た
請
願
に
つ
い
て
、
慎
重

に
審
議
さ
れ
、
本
請
願
は
国
政
レ
ベ
ル
の
問

題
で
も
あ
り
、
消
費
税
の
増
税
は
、
税
財
政

全
体
か
ら
検
討
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
の
こ
と
か
ら
不
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
活
動
報
告

議
会
活
動
報
告

議
会
活
動
報
告

７
日

７
日

８
日

９
日

12
日

13
日

13
日

14
日

26
日

第
９
回
町
議
会
定
例
会

（
初
日
）

・
提
案
説
明
、
委
員
会
付
託
等

第
３
回
決
算
特
別
委
員
会

・
委
員
会
付
託
案
件
に
つ
い
て

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

・
委
員
会
付
託
案
件
に
つ
い
て

総
務
文
教
常
任
委
員
会

・
委
員
会
付
託
案
件
に
つ
い
て

産
業
建
設
常
任
委
員
会

・
委
員
会
付
託
案
件
に
つ
い
て

第
９
回
町
議
会
定
例
会

（
２
日
目
）

・
一
般
質
問

第
14
回
議
会
運
営
委
員
会

・
議
会
運
営
に
つ
い
て

第
９
回
町
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

・
委
員
長
報
告
、
採
決
等

第
14
回
議
会
全
員
協
議
会

・
除
雪
に
つ
い
て

12　

月
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本
定
例
会
の
一
般
質
問
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
及
び
答
弁
は
要
約
し
て
お
り

ま
す
。）

　

岡
島
橋
は
、
昭
和
16
年
に
改
築
さ
れ
ま

し
て
、お
よ
そ
64
年
程
た
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
間
に
、
平
成
３
年
と
平
成
８
年
に
一

部
補
強
さ
れ
ま
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま

す
が
、
年
数
と
と
も
に
全
体
的
に
相
当
老

朽
化
を
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
大
型
車
や
重
量
の
重
い

ダ
ン
プ
と
い
っ
た
も
の
の
交
通
量
も
ぐ
ん

と
増
え
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
橋
の
幅
は 

5.5
メ
ー
ト
ル
と
非
常
に
狭
く
、
す
れ
違
い

等
も
容
易
で
は
な
く
、ま
た
、併
設
さ
れ
ま

し
た
歩
道
橋
も
、一
般
の
方
や
小
中
学
生
、

高
校
生
の
通
学
に
は
欠
か
せ
な
い
橋
で
あ

り
、
そ
の
歩
道
橋
も
１
日
約
５
百
人
程
の

人
が
通
る
と
計
測
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
歩
道
橋
も
何
十
年
も
経
っ
て
い
ま
す
。

橋
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
２
年
ほ
ど
前
に

済
ん
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

後
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
早
期
実
現
に

向
け
、
只
今
の
進
捗
状
況
な
ど
お
聞
か
せ

願
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

宗
宮 

孝
生 

町
長

　

岡
島
橋
の
改
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭

和
14
年
の
架
橋
で
あ
り
、
老
朽
化
が
著
し

い
と
い
う
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
し
、

ま
た
交
通
量
も
１
日
に
１
万
１
千
台
を
超

す
と
い
う
こ
と
で
、
架
け
替
え
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
県
に
対
し
強
く

要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
度
に
は
、
平
面
測
量
と
概
況

調
査
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
同
年
12

月
に
は
、
地
元
区
長
会
長
さ
ん
を
初
め
関

係
の
区
長
さ
ん
、
そ
し
て
商
工
会
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
皆
さ
ん
の
代
表
の
方
々
に
よ
っ
て
住

民
参
加
型
の
道
づ
く
り
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
中
で

橋
の
構
造
、
あ
る
い
は
架
け
替
え
の
位
置

な
ど
の
検
討
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
し
、
特
に
両
岸
の
け
た
高
、
取
り
つ

け
高
を
重
点
に
私
は
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
残
り
の
地
質
調
査
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
国
土
交

通
省
と
の
河
川
協
議
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
町
と
し
ま
し
て
も
、
来
年
度
に
は

用
地
測
量
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

県
に
対
し
強
く
要
望
を
現
在
し
て
お
り
ま

す
。

  

尚
、
こ
の
事
業
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

国
の
公
共
事
業
と
し
て
採
択
が
ど
う
し
て

も
必
要
で
は
な
い
か
と
私
は
思
っ
て
お
り

ま
す
。
平
成
19
年
度
に
は
何
と
か
国
の
公

共
事
業
と
し
て
採
択
が
で
き
な
い
か
と
、

現
在
、
強
く
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

岡
島
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て
は
、
揖

斐
川
町
に
と
っ
て
最
優
先
課
題
と
の
認
識

の
中
で
、
一
日
も
早
い
工
事
着
工
に
向
け

努
力
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
ん
な
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

更
に
岡
島
橋
が
架
か
っ
て
い
る
、
国
道

４
１
７
号
線
は
本
町
に
と
っ
て
は
町
を
南

北
に
縦
断
す
る
大
変
重
要
な
道
路
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
岡
島
橋
の
架
け
替
え
と
並
行

し
て　

永
と
和
田
の
境
界
付
近
よ
り
岡
島

橋
南
詰
め
ま
で
の
間
、
約
６
百
メ
ー
ト
ル

に
亘
り
歩
道
（
自
転
車
道
）
を
付
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
朝
夕
の
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ワ
ー
は
も
と
よ
り
、
日
中
で
も

大
型
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
と
の
対
面
通
行
の

際
、
歩
行
者
や
自
転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
の

使
用
者
な
ど
が
大
変
怖
い
思
い
を
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

歩
道
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
、
町
長
に

お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

宗
宮 

孝
生 

町
長

　

岡
島
橋
の
架
け
替
え
に
つ
い
て
は
、
錦

野
議
員
の
質
問
で
お
答
え
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

ま
た
、
岡
島
橋
の
南
詰
め
か
ら　

永
橋
北

詰
め
ま
で
の
間
は
、
交
通
量
も
多
く
、
し
か

錦
野 

悦
朗 

議
員

も
、
小
・
中
学
生
か
ら
高
校
生
ま
で
が
通

学
す
る
唯
一
の
道
路
で
ご
ざ
い
ま
す
。現
在
、

朝
・
夕
の
通
学
時
間
帯
は
、
車
が
渋
滞
し
、

危
険
な
状
態
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

  

歩
道
の
整
備
は
、
特
に
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

住
宅
や
商
店
街
が
密
集
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

  

今
後
、
国
道
４
１
７
号
及
び
要
望
の
強

い
県
道
春
日
・
揖
斐
川
線
の
バ
イ
パ
ス
計

画
等
も
、
併
せ
て
全
体
構
想
を
立
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
十
分
な

協
議
を
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

池
田
町
と
揖
斐
川
町
の
２
町
に
ま
た

が
る
黒
田
橋
が
現
在
の
橋
に
な
っ
た
の
は

随
分
昔
で
あ
っ
た
と
、
承
知
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
当
時
は
、
多
分
大
八
車
や
馬
車

等
が
主
流
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
当
時

と
し
て
は
大
変
す
ば
ら
し
い
橋
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
現
在
は
車
社
会
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
し
か
も
、
大
型
化
し
て
お

り
ま
す
。
橋
の
上
で
お
互
い
に
す
れ
違
う

こ
と
が
で
き
な
い
、
大
変
不
便
な
橋
で
あ

る
と
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

そ
こ
で
お

尋
ね
い
た
し
ま
す
が
、
都
市
計
画
の
こ
と

も
ご
ざ
い
ま
す
が
、
黒
田
橋
の
架
け
替
え

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら
れ
る

の
か
、
町
長
に
お
尋
ね
を
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

議会だより

坪
井 

重
憲 

議
員
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宗
宮 

孝
生 

町
長

　

黒
田
橋
に
つ
き
ま
し
て
は
、
藤
橋
か
ら

池
田
へ
の
地
域
間
路
線
と
し
て
県
道
藤
橋
・

池
田
線
沿
い
に
つ
く
ら
れ
て
お
り
ま
す
し
、

主
要
地
方
道
、
春
日
・
揖
斐
川
線
沿
い
に

も
位
置
し
て
お
り
ま
す
。
最
近
、
企
業
の

進
出
も
ご
ざ
い
ま
し
て
、
雇
用
も
拡
大
さ

れ
、
本
町
に
お
け
る
社
会
経
済
の
発
展
に

は
必
要
不
可
欠
な
橋
で
あ
る
こ
と
は
、
議

員
御
指
摘
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

県
道
藤
橋
・
池
田
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
は
県
の
事
業
と
し
て
地
元
関
係
者
の

理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
沿
線
に
お
け

る
道
路
拡
幅
、
あ
る
い
は
歩
道
の
設
置
が

進
め
ら
れ
て
お
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

ま
た
、
主
要
地
方
道
春
日
・
揖
斐
川
線

に
つ
き
ま
し
て
も
、
市
場
地
内
に
お
い
て

拡
幅
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
幹
線
道

路
の
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
状
況
で
ご
ざ

い
ま
す
。

  

黒
田
橋
の
架
け
替
え
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
15
年
に
都
市
計
画
道
路
の
決
定

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
沿
い

ま
し
て
道
路
網
整
備
計
画
を
踏
ま
え
、
ま

た
周
辺
に
お
け
る
国
道
、
県
道
及
び
都
市

計
画
道
路
等
、
広
域
的
な
ア
ク
セ
ス
道
路

を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
整
備
の
促
進
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

近
鉄
揖
斐
駅
周
辺
の
農
振
の
除
外
に
お

け
る
網
掛
け
、
用
途
指
定
と
、
大
型
開
発
、

特
に
駐
車
場
の
整
備
、
養
護
学
校
の
誘
致
に

つ
い
て
お
尋
ね
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

近
鉄
揖
斐
駅
周
辺
を
は
じ
め
と
し
て
何
ヶ

所
か
が
農
振
除
外
を
さ
れ
、
今
後
、
大
き

く
発
展
し
て
い
く
こ
と
と
期
待
い
た
し
て

お
り
ま
す
。
特
に
近
鉄
駅
周
辺
は
、
住
宅

化
や
商
業
地
化
、
工
業
地
化
、
公
有
地
化

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
地
域
や
青
少
年
の
育
成
に
と
っ
て
、

好
ま
し
く
な
い
施
設
な
ど
の
入
居
を
阻
止

す
る
た
め
に
、
開
発
に
関
す
る
網
掛
け
と

い
い
ま
す
か
、
用
途
指
定
を
考
え
て
み
た

ら
ど
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
町
長
に
お
尋
ね
を
い
た
し
ま
す
。

  

ま
た
、
先
の
県
議
会
の
中
で
も
議
題
に
な

り
ま
し
た
西
濃
地
区
に
お
け
る
養
護
学
校

が
、
今
、
非
常
に
大
変
な
状
態
で
あ
る
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
近
鉄
揖
斐
駅
周
辺
に

養
護
学
校
が
誘
致
で
き
な
い
も
の
か
と
思

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
お
尋
ね

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

宗
宮 

孝
生 

町
長

　

は
じ
め
に
開
発
に
関
す
る
網
か
け
の
御

意
見
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
本
町
に
お
き
ま

し
て
は
、
定
住
化
対
策
と
し
て
住
宅
建
設

の
促
進
を
目
的
に
、
平
成
17
年
初
め
に
町

全
域
の
中
で
、
農
振
農
用
地
の
地
域
除
外

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
約
百
町
歩

ほ
ど
除
外
し
ま
し
て
、
土
地
の
利
用
計
画

の
見
直
し
を
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

ま
た
、
こ
れ
に
基
づ
き
ま
し
て
、
民
間

事
業
者
か
ら
の
住
宅
建
設
及
び
宅
地
開
発

に
つ
き
ま
し
て
は
、
関
係
機
関
と
十
分
協

議
を
行
い
な
が
ら
、
現
在
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

御
質
問
の
ご
ざ
い
ま
し
た
近
鉄
揖
斐
駅

周
辺
は
、
宅
地
化
、
あ
る
い
は
商
業
化
、

工
業
化
、
公
有
地
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

開
発
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
揖
斐
３
町
都
市
計
画
区
域
は
、
現
在
、

未
線
引
き
の
地
域
で
ご
ざ
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
用
途
に
つ
い
て
は
指
定
を
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

  

今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
当
町
の
自
然
環

境
と
調
和
の
と
れ
た
土
地
利
用
を
推
進
す

る
た
め
、
県
に
お
け
る
土
地
開
発
に
関
す

る
調
整
基
準
、
開
発
指
導
要
領
及
び
町
土

地
開
発
に
関
す
る
指
導
要
領
に
基
づ
き
ま

し
て
、
関
係
機
関
と
十
分
な
る
事
前
の
協

議
を
踏
ま
え
、
適
切
な
指
導
と
規
制
を
行

い
、
地
域
住
民
福
祉
の
向
上
と
、
健
康
で

文
化
的
な
生
活
環
境
の
確
保
実
現
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

近
鉄
揖
斐
駅
周
辺
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
在
、
10
月
に
調
査
設
計
を
コ
ン

サ
ル
に
委
託
を
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
こ
の
調
査
設
計
を
ベ
ー
ス
に
、
議
会

の
皆
さ
ん
や
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
の
御
意

見
を
お
伺
い
し
な
が
ら
、
早
期
に
必
要
な

施
設
の
規
模
、
位
置
等
を
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

次
に
、
養
護
学
校
の
誘
致
の
お
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
17
年
度
の
大
垣
養
護

学
校
の
児
童
・
生
徒
数
は
３
５
６
人
と
聞

い
て
お
り
ま
す
。
特
に
知
的
障
害
養
護
学

校
と
し
て
全
国
で
も
６
番
目
に
当
た
る
大

き
さ
の
規
模
で
あ
り
ま
す
。
現
在
の
と
こ

ろ
、
極
め
て
過
密
な
状
況
と
お
聞
き
し
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
県
の
教
育
委

員
会
も
大
垣
養
護
学
校
の
過
員
状
況
を
認

識
し
て
お
り
、
新
規
養
護
学
校
の
建
設
を

視
野
に
入
れ
、
検
討
し
て
い
る
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。
私
も
保
護
者
の
方
々
の
思
い

が
成
就
す
る
こ
と
を
願
い
、
西
濃
北
部
地

域
に
養
護
学
校
を
誘
致
で
き
る
よ
う
努
力

を
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

昭
和
52
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
中
央

公
民
館
は
、
築
後
30
年
近
く
経
過
し
ま
し

た
。
今
で
は
音
響
や
冷
暖
房
に
劣
化
が
見

ら
れ
、
特
に
大
ホ
ー
ル
が
手
狭
な
こ
と
が

難
点
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
公
民
館
を
利
用
し
て
活
動
さ

れ
る
機
会
が
増
え
て
き
た
こ
と
か
ら
、
近

隣
の
市
や
町
の
設
備
と
比
較
さ
れ
、
そ
の

都
度
多
く
の
人
た
ち
か
ら
、
揖
斐
川
町
も

施
設
整
備
を
し
て
ほ
し
い
と
の
声
が
聞
か

れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
た
び
の
町

村
合
併
の
大
業
を
乗
り
越
え
た
住
民
の
皆

さ
ん
の
気
持
ち
か
ら
斟
酌
し
ま
す
と
、
町

村
合
併
し
た
こ
と
で
何
か
が
大
き
く
目
に

見
え
て
変
わ
る
だ
ろ
う
と
の
期
待
を
強
く

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

林 

幹
夫 

議
員

議会だより
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そ
こ
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
合
併
し

た
こ
と
の
認
識
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
一

つ
の
事
業
と
し
て
、
早
い
時
期
に
大
規
模

集
会
施
設
の
新
設
を
し
て
は
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
是
非
と
も
町
長
の
決
断
と
、
議

会
の
賛
同
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
町
の
人
口
減
少
対
策
に
良
案
が

な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
現
状
で
す
が
、

町
の
活
性
化
を
図
る
に
は
観
光
事
業
以
外

に
は
妙
案
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

  

そ
の
一
案
と
し
て
、
前
段
で
提
起
し
ま

し
た
大
規
模
集
会
施
設
が
新
設
さ
れ
た
後

に
お
い
て
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
を
改
修

し
、
揖
斐
ま
つ
り
の
屋
台
や
稚
児
行
列
、

そ
れ
に
各
地
で
伝
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
太

鼓
踊
り
、
神
楽
な
ど
を
順
次
展
示
し
て
、

祭
り
の
屋
台
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る
、
常

設
の
祭
り
会
館
を
設
け
た
ら
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
常
設
祭
り
会
館
に
は
、
各

地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
お
祭
り
行
事
を
、

年
間
、
計
画
的
に
実
演
す
る
祭
り
広
場
も

併
設
で
き
る
と
思
い
ま
す
。そ
う
す
れ
ば
、

年
間
３
百
万
人
か
ら
４
百
万
人
の
観
光
客

を
揖
斐
川
町
に
引
き
寄
せ
る
こ
と
は
夢
で

は
な
く
、
現
実
と
な
る
と
確
信
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

大
規
模
集
会
施
設
の
新
設
を
考
え
、
さ

ら
に
観
光
常
設
館
の
設
置
も
し
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
町
長
の
見
解
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。宗

宮 

孝
生 

町
長

　

中
央
公
民
館
は
収
容
人
員
７
０
０
名
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
、

毎
年
５
万
人
を
超
す
住
民
の
皆
さ
ん
に
御

利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
昭
和
52

年
の
完
成
で
30
年
近
く
経
過
を
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
も
音
響
、
照
明
及
び
冷
暖
房
施

設
設
備
は
老
朽
化
し
て
お
り
ま
す
。
町
民

の
皆
さ
ん
の
利
用
に
御
迷
惑
を
か
け
な
い

よ
う
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し

て
、
利
用
率
は
、
他
町
と
比
べ
ま
す
と
高

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

新
揖
斐
川
町
は
、「
自
然
と
歴
史
が
育
む

ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る
健
康
文
化
都
市
」

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
、
ま
ち

づ
く
り
の
基
本
は
人
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
な
十
分
な
管
理
を
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

大
規
模
な
集
会
施
設
に
つ
い
て
は
、
後

ほ
ど
清
水
議
員
か
ら
も
質
問
が
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
こ
れ
も
あ
わ
せ
て
総
合
的
に
答

弁
を
申
し
上
げ
ま
す
。

  

次
に
、
観
光
常
設
館
の
設
置
に
つ
い
て

で
す
が
、
揖
斐
川
町
は
合
併
に
よ
り
谷
汲

山
華
厳
寺
、
両
界
山
横
蔵
寺
の
二
大
名
刹

を
始
め
揖
斐
峡
や
揖
斐
高
原
の
ほ
か
、
日

本
一
の
貯
水
量
を
誇
る
徳
山
ダ
ム
と
い
っ

た
魅
力
的
な
観
光
資
源
を
多
く
抱
え
て
お

り
ま
す
し
点
を
持
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
点
を
線
で
つ
な
い
で
い
け
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

ま
た
、
長
い
歴
史
と
伝
統
に
育
ま
れ
た
揖

斐
ま
つ
り
で
引
き
そ
ろ
え
ら
れ
る
絢
爛
豪

華
な
芸　

や
、
そ
の
上
で
歌
舞
伎
を
や
っ

て
も
ら
う
子
供
歌
舞
伎
の
ほ
か
、
谷
汲
踊

を
初
め
と
し
て
、
各
地
で
雨
ご
い
踊
り
や

太
鼓
踊
り
、
民
謡
な
ど
の
す
ぐ
れ
た
民
俗

芸
能
が
伝
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
揖
斐
川

町
の
誇
る
こ
れ
ら
の
祭
り
文
化
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

の
一
つ
の
指
針
で
も
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

　

情
報
通
信
の
基
盤
と
な
り
ま
す
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
を
揖
斐
川
町
の
全
域
に
わ
た
り

整
備
す
る
こ
と
は
、
一
段
と
情
報
化
が
進

む
社
会
に
お
い
て
は
不
可
欠
な
事
業
で
あ

り
ま
す
。
現
実
と
し
て
坂
内
地
域
に
お
い

て
こ
の
事
業
が
先
行
さ
れ
地
域
全
般
に
整

備
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
テ
レ
ビ
の
受
信

の
不
能
地
帯
も
な
く
な
り
、
衛
星
テ
レ
ビ

や
自
主
制
作
の
広
報
版
も
送
信
さ
れ
て
、

大
い
に
日
常
生
活
に
寄
与
さ
れ
て
お
り
事

業
実
施
の
効
果
が
実
証
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
も
本
格
化

し
て
く
る
と
一
層
の
利
便
性
が
生
じ
て
く

る
で
し
ょ
う
。
一
日
も
早
い
事
業
実
施
を

住
民
の
皆
さ
ん
は
待
望
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

  

そ
こ
で
、
住
民
の
経
済
的
負
担
を
重
要

視
さ
れ
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
一
本
化

さ
れ
る
平
成
23
年
ま
で
は
、
ア
ナ
ロ
グ
と

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
両
者
を
並
行
し
て

送
信
さ
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
一
本
化
以
降
は
、
こ
れ

を
変
換
処
置
し
て
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
で
も

デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で
き
る
よ
う
な
事

業
設
計
と
す
る
よ
う
配
慮
を
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

  

次
に
、
こ
の
施
設
で
テ
レ
ビ
放
送
の
送

信
に
加
え
、
一
部
の
行
政
手
続
、
業
務
の

広
報
や
防
災
・
災
害
対
策
等
に
活
用
で
き

る
と
説
明
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
教
育
関

係
や
、
今
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
通
学
路
の
防
犯
対
策
、
そ
し
て
福
祉
業

務
、
特
に
独
居
者
の
安
否
確
認
や
高
齢
者

世
帯
に
お
け
る
緊
急
時
の
管
理
に
も
活
用

で
き
る
設
計
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
で
は
独
居
世
帯
に
緊
急
通
報

シ
ス
テ
ム
の
つ
い
た
電
話
機
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
が
、
こ
の
施
設
に
置
き
か
え
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
是
非
、
地
道
で

あ
っ
て
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
事
業
設
計
に
組
み
込
ま
れ
る

よ
う
要
請
い
た
し
ま
す
。

  

住
民
の
皆
さ
ん
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
基

盤
整
備
事
業
が
実
施
さ
れ
る
と
自
分
た
ち

の
生
活
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、
理
解
し
や

す
い
内
容
の
見
解
を
お
示
し
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

宗
宮 

孝
生 

町
長

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
２
０
１
１

年
、
デ
ジ
タ
ル
波
の
電
波
送
信
だ
け
に
な

り
ま
す
。
従
い
ま
し
て
、
当
町
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
い
つ
も
お
話
し
し
て
お
り
ま

す
よ
う
に
、
合
併
協
議
で
合
意
を
得
て
お

り
ま
す
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
の
中

で
、
２
０
１
１
年
の
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
対
応
で
き
る
よ
う
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

事
業
を
実
施
す
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

議会だより
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次
に
、教
育
・
福
祉
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
基
盤
整
備
等

は
、
別
に
整
備
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
送

り
手
側
、
あ
る
い
は
受
け
手
側
の
条
件
整

備
が
必
要
で
ご
ざ
い
ま
す
。
運
用
担
当
部

署
と
も
十
分
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
住
ん
で
お
り
ま
す
坂
内
地
区
の

現
在
の
バ
ス
運
行
で
は
、
坂
内
よ
り
始
業

時
間
に
間
に
合
い
ま
す
学
校
は
、
揖
斐
高

校
だ
け
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ク

ラ
ブ
活
動
に
参
加
し
て
お
り
ま
す
と
、
揖

斐
川
発
の
終
バ
ス
に
間
に
合
わ
な
い
と
い

う
こ
と
も
聞
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
料

金
に
つ
き
ま
し
て
も
、
坂
内
地
区
か
ら
揖

斐
川
地
区
ま
で
片
道
１
１
３
０
円
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
１
ヵ
月
通
学
い
た
し
ま
す

と
、
20
日
間
の
通
学
で
計
算
い
た
し
ま
す

と
４
万
５
２
０
０
円
と
な
り
ま
す
。
こ
れ

で
は
通
学
生
を
持
つ
家
庭
で
は
大
変
な
負

担
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

  

こ
れ
は
学
生
さ
ん
の
こ
と
ば
か
り
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
バ
ス
を
利
用
し
ま
し
て
、

朝
の
１
番
バ
ス
で
ち
ょ
っ
と
し
た
買
い
物

に
、ま
た
パ
ー
マ
に
と
出
か
け
ま
し
て
も
、

午
前
中
に
帰
宅
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態
で
あ
り
ま
す
。

  

そ
こ
で
、
多
く
の
揖
斐
川
町
民
が
気
楽

に
広
域
的
に
移
動
で
き
ま
す
手
段
を
確
立

し
て
、
町
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

図
れ
ま
す
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

  

ま
た
、
私
は
、
こ
こ
で
一
つ
提
案
を
い

た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
の
い
び
が
わ

マ
ラ
ソ
ン
開
催
時
に
、
町
内
各
地
の
観
光

地
、
温
泉
施
設
へ
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

さ
れ
、
大
変
好
評
だ
っ
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
揖
斐
川
町
の
そ
の
よ
う

な
施
設
を
巡
回
す
る
バ
ス
運
行
を
考
え
て

み
る
の
も
、
住
民
の
健
康
福
祉
、
地
域
住

民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
機
会

を
与
え
る
た
め
に
も
よ
い
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、

町
長
さ
ん
の
お
考
え
を
お
尋
ね
い
た
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

宗
宮 
孝
生 
町
長

　

バ
ス
の
運
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と
し
て
、
新
揖

斐
川
町
に
お
け
る
町
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
一
つ
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
幹
線
道
路

を
走
る
自
主
運
行
バ
ス
、
路
線
バ
ス
や
、
地

域
を
細
か
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る
福
祉
バ

ス
、あ
る
い
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
等
に
つ
い
て
、

新
町
全
体
の
観
点
か
ら
運
行
ダ
イ
ヤ
、本
数
、

路
線
、
今
御
発
言
が
あ
り
ま
し
た
料
金
体
系

の
見
直
し
な
ど
の
検
討
を
現
在
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

こ
の
う
ち
自
主
運
行
バ
ス
路
線
に
つ
い

て
は
、
近
鉄
揖
斐
駅
か
ら
揖
斐
川
北
部
線

で
一
番
遠
い
、
坂
内
の
広
瀬
ま
で
の
バ
ス

料
金
は
１
１
３
０
円
で
、
春
日
線
で
一
番

遠
い
古
屋
ま
で
が
８
５
０
円
で
、
横
蔵
線

で
一
番
遠
い
横
蔵
ま
で
が
８
０
０
円
で
あ

り
、
利
用
者
の
負
担
も
決
し
て
軽
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
料
金
設
定
が
バ
ス
の
利
用
の

妨
げ
と
な
っ
て
い
る
面
も
否
め
な
い
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
行
の
料
金
体
系
を

見
直
し
、
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
料
金
に

な
ら
な
い
か
、
具
体
的
な
検
討
と
事
務
手

続
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
岐
阜
運

輸
支
局
や
関
係
自
治
体
、
バ
ス
事
業
者
等

の
関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

今
後
、
議
会
の
皆
さ
ん
と
も
相
談
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
早

い
時
期
に
実
施
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

ま
た
、
御
提
案
の
あ
り
ま
し
た
町
内
施

設
を
巡
回
す
る
バ
ス
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い

ま
す
が
、
現
在
運
行
い
た
し
て
お
り
ま
す

福
祉
バ
ス
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

併
せ
て
検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

合
併
に
よ
り
町
の
公
の
施
設
が
多
く

な
っ
た
こ
と
と
、
管
理
担
当
の
職
員
が
人

事
で
か
わ
っ
た
こ
と
な
ど
、
い
ろ
ん
な
事

情
で
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
物
品
を
十

分
把
握
さ
れ
て
い
な
い
面
も
一
部
に
は
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、町
民

も
他
の
地
区
の
施
設
は
馴
染
み
が
薄
く
、

内
容
を
知
ら
な
い
た
め
に
活
用
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
性
、
規
模
な
ど
に
よ
り
、
旧
町
村

で
は
設
置
目
的
が
果
た
せ
た
も
の
が
広
域

に
な
っ
た
た
め
に
問
題
が
生
じ
た
も
の
も

あ
れ
ば
、
そ
の
反
対
に
、
合
併
に
よ
り
十

分
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
運
営
の
効
果
が
図

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
施
設
や
物
品

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
合
併
よ
り
１
年
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
今
日
、
施
設
を

担
当
し
て
い
る
職
員
も
施
設
の
管
理
に
も

慣
れ
、
利
用
状
況
も
把
握
し
た
こ
と
だ
と

存
じ
ま
す
。
計
画
は
さ
れ
て
い
る
と
存
じ

ま
す
が
、
こ
の
時
期
に
施
設
の
管
理
の
運

用
方
法
を
見
直
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
改
善

し
て
、
指
定
管
理
者
に
業
務
を
ゆ
だ
ね
る

設
備
に
あ
っ
て
は
、
業
務
の
内
容
や
範
囲

を
明
確
に
し
て
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

に
備
え
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
見
直

し
に
あ
た
っ
て
、
施
設
の
中
に
は
合
併
に

よ
っ
て
引
き
継
ぎ
が
十
分
で
な
か
っ
た
も

の
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
在
担
当

し
て
い
る
施
設
だ
け
を
見
直
す
の
で
は
な

く
、
よ
り
多
く
の
目
で
見
直
す
必
要
も
あ

る
と
存
じ
ま
す
。

  

合
併
し
て
広
域
化
さ
れ
た
現
在
、
生
か

さ
れ
る
場
が
多
く
な
っ
た
わ
け
で
す
。
町

内
の
施
設
の
利
用
状
況
を
点
検
し
て
、
問

題
が
あ
れ
ば
対
策
を
講
じ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
管
理
者
の
変
更

ま
で
可
能
な
見
直
し
を
提
案
い
た
し
ま
す
。

山
口 

好
文 

議
員

高
橋 

卓 

議
員

議会だより



IBIGAWA 2006 MARCH11

宗
宮 

孝
生 

町
長

　

現
在
、
町
内
各
施
設
の
物
品
に
つ
き
ま

し
て
は
、
常
に
良
好
な
状
態
で
あ
る
よ
う

管
理
を
し
て
い
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

今
後
、
こ
れ
ら
の
調
査
を
実
施
し
て
、
経

済
面
、
あ
る
い
は
環
境
面
等
も
検
討
を
し
、

で
き
る
限
り
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

考
え
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

  

次
に
、
指
定
管
理
者
導
入
に
つ
き
ま
し

て
は
、
合
併
に
伴
い
ま
し
て
施
設
も
増
大

し
ま
し
た
。
今
回
、
地
方
自
治
法
の
一
部

改
正
に
よ
る
法
律
に
よ
っ
て
公
の
施
設
の

管
理
に
つ
き
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
管
理

委
託
制
度
が
廃
止
を
さ
れ
、
新
た
に
指
定

管
理
者
制
度
が
創
設
を
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
運
営
の

効
率
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
地
方
自
治
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
、
管
理
・
運
営
し
て
い
く
た
め
、

個
々
の
施
設
の
設
置
条
例
に
つ
い
て
所
要

の
改
正
を
今
定
例
会
に
お
願
い
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

今
後
も
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指
定
管

理
者
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
十
分
な
管
理

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
揖
斐
川
町
の
山
林
、農
地
は
、面
積
の

約
95
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
山
林
の
植

林
は
昭
和
30
年
代
ご
ろ
か
ら
始
ま
り
、
ほ

ぼ
63
年
ご
ろ
ま
で
続
き
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
国
の
政
策
で
も
あ
り
、
現
在
は
、
枝

打
ち
、
間
伐
な
ど
の
仕
事
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
植
林
時
と
現
在
は
異
な
り
、
間
伐

材
の
運
搬
、
作
業
員
の
入
山
な
ど
、
山
林

の
管
理
に
つ
い
て
は
、
林
道
は
非
常
に
重

要
な
道
路
で
あ
り
ま
す
。
現
在
、
一
部
開

設
さ
れ
ま
し
た
林
道
は
、
開
設
時
よ
り
60

年
、
70
年
以
上
も
経
過
を
し
て
お
り
、
非

常
に
危
険
な
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
は
自
動
車
の
大
型
化
に
伴

い
、
通
行
に
支
障
を
来
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
林
道
の
新
設
、
拡
幅
事
業
は
、
私
た

ち
山
間
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
長
年
の
願

い
で
あ
り
ま
す
。

  

ま
た
、
農
道
関
係
で
あ
り
ま
す
が
、
山
間

部
は
急
傾
斜
地
に
指
定
さ
れ
て
い
る
区
域

に
田
畑
が
あ
り
、
地
域
住
民
は
耕
作
に
あ

た
り
大
変
苦
労
を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

  

近
年
、
山
間
部
で
は
人
口
が
激
減
を
し
、

過
疎
化
が
一
段
と
進
ん
で
お
り
ま
す
。
山

間
地
域
に
残
さ
れ
た
一
部
の
住
民
が
、
先

祖
が
残
し
た
大
切
な
土
地
を
守
る
に
は
、

山
林
、
農
地
の
管
理
の
遂
行
の
啓
発
は
も

と
よ
り
、
林
道
、
農
道
の
新
設
、
改
良
事

業
が
急
務
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
林

道
、
農
道
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先

祖
が
残
し
た
雄
大
な
山
林
、
農
地
、
河

川
、
自
然
を
守
り
、
こ
れ
を
活
用
す
る
こ

と
に
よ
り
自
然
を
活
用
し
て
、
清
流
の
地

を
人
々
の
憩
い
の
場
と
し
て
、渓
流
釣
り
、

森
林
浴
の
場
と
し
て
、
新
揖
斐
川
町
を
文

字
ど
お
り
「
川
の
ま
ち
揖
斐
川
町
」
と
し

て
、
ま
た
「
安
全
・
安
心
な
川
の
ま
ち
」

と
す
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
業
を
確
立
す
る
に
は
林

道
、
農
道
の
新
設
及
び
改
良
事
業
は
、
大

変
重
要
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

  

以
上
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
町
長
の

お
考
え
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。

　

宗
宮 

孝
生 

町
長

　

林
道
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
の
農
道
、
林
道
の
整
備
状
況
調
査

に
よ
り
ま
す
と
、
管
内
の
林
道
延
長
は

25
万
３
６
２
４
メ
ー
ト
ル
、
林
道
舗
装
率

は
５
６
．
７
％
と
い
う
現
状
で
ご
ざ
い
ま

す
。
森
林
の
荒
廃
を
防
ぎ
、
林
業
、
林
産

物
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
森
林
の
持

つ
公
益
的
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る

た
め
、
林
道
等
の
生
産
環
境
の
整
備
を
一

層
推
進
し
、
間
伐
な
ど
の
森
林
管
理
の
強

化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

揖
斐
川
町
に
は
、
今
ま
で
の
長
い
歴
史
、

風
土
の
中
で
創
造
し
、
育
み
、
受
け
継
い

で
き
た
森
林
、
緑
と
の
よ
い
関
係
等
、
森

林
文
化
と
し
て
残
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

を
基
本
に
、
次
世
代
の
た
め
に
潤
い
や
安

ら
ぎ
、
癒
し
、
心
の
豊
か
さ
を
実
感
で
き

る
持
続
可
能
な
森
づ
く
り
、
ふ
る
さ
と
づ

く
り
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

  

次
に
、
農
道
の
整
備
で
あ
り
ま
す
が
、

今
年
度
の
農
道
、
林
道
の
整
備
状
況
調

査
に
よ
り
ま
す
と
、
管
内
の
農
道
延
長
は

８
万
５
５
７
６
メ
ー
ト
ル
、
農
道
舗
装
率

は
５
１
．
５
％
と
い
う
現
状
で
ご
ざ
い
ま

す
。
本
町
の
平
坦
部
に
つ
き
ま
し
て
は
、

改
良
舗
装
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
今
後
は
中
山
間
地
域
や
山
間
部

の
農
道
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

  

林
道
、
農
道
の
整
備
事
業
の
財
源
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
公
共
林
道
事
業
費
や
道

づ
く
り
交
付
金
、あ
る
い
は
県
単
事
業
、中

山
間
整
備
事
業
費
が
財
源
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
御
承
知
の
よ
う
に
、
三
位
一
体

の
改
革
や
補
助
金
の
削
減
に
よ
り
近
年
は

厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
林
道
、
農

道
の
整
備
事
業
の
重
要
性
を
認
識
し
、
引

き
続
き
、
国
あ
る
い
は
県
に
対
し
、
予
算

の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
強
く
要
望
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

主
要
地
方
道
揖
斐
川
・
春
日
線
に
つ
い

て
、県
道
２
車
線
の
早
期
完
成
は
、我
々
住

民
の
長
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
。
未
だ

に
50
年
前
と
変
わ
ら
ず
の
場
所
が
あ
り
、

狭
い
道
に
お
き
ま
し
て
は
、
通
学
路
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
大
型
車
の
通
行
の
た
め
に

小
学
校
の
子
供
が
危
険
と
隣
合
わ
せ
の
通

学
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
現
在
、
県
道
下
ヶ
流
地
区
に
お
き
ま

し
て
改
良
工
事
が
進
行
し
て
お
る
わ
け
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
着
工
当
時
、
建
設
事
務

所
の
説
明
で
は
、三
、四
年
で
完
成
す
る
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど
も
、

議会だより

野
原 

康
義 

議
員

山
口 

保 

議
員



IBIGAWA 2006 MARCH 12

工
事
進
行
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

  
同
じ
く
、
県
道
香
六
・
川
合
線
地
内
の

バ
イ
パ
ス
工
事
に
つ
き
ま
し
て
、
一
部
用

地
買
い
上
げ
等
着
手
さ
れ
、
測
量
も
進
ん

で
お
る
と
お
聞
き
し
ま
す
が
、
長
大
橋
だ

け
で
も
３
な
い
し
５
ヶ
所
計
画
中
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
国
の
財
政
事
情
を
考

慮
い
た
し
ま
し
て
も
現
実
味
の
な
い
計
画

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　

ま
た
、
現
道
改
良
等
を
考
え
直
し
て
は

と
の
意
見
も
多
い
わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、

町
と
し
て
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
今
後
進

ま
れ
る
か
、お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

  

ま
た
、
美
束
峠
平
付
近
の
改
良
工
事
に

つ
い
て
も
、
現
道
よ
り
対
岸
に
、
そ
れ
も

大
き
な
橋
を
か
け
て
渡
る
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
一
部
橋
台
の
用
地
は
買

い
上
げ
済
み
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
場
所
に
お
き
ま
し
て
も
、
我
々
い
つ

も
通
っ
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
魔
の
場

所
と
も
言
わ
れ
、
大
変
危
険
な
場
所
で
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
地
上
高
30

メ
ー
タ
ー
以
上
の
橋
が
２
ヶ
所
施
工
さ
れ

ま
し
た
と
し
て
も
、
冬
季
間
、
安
全
な
通

行
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
大
変
疑
問
で

な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
場
所
に
つ
い
て

も
、
現
道
拡
幅
等
を
す
る
こ
と
で
解
消
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
も

一
つ
お
伺
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

  

何
よ
り
も
安
全
第
一
、
か
つ
財
源
的
に

も
明
る
い
見
通
し
の
つ
い
た
御
答
弁
を
お

願
い
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

宗
宮 

孝
生 

町
長

　

主
要
地
方
道
春
日
・
揖
斐
川
線
改
良
工

事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
員
は
旧
春
日
村

の
議
員
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
今
の
質
問
も

平
成
16
年
３
月
に
春
日
村
で
質
問
を
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
以
後
、
あ
ま
り
動
い

て
お
ら
な
い
と
い
う
御
指
摘
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
そ
う
い
っ
た
面
の
中
で
、
特
に
御

指
摘
の
下
ヶ
流
地
内
の
工
事
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
に
お
い
て
、
御
承
知
の
よ
う
に

平
成
12
年
度
に
着
工
が
な
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
現
在
、
約
50
％
ま
で
工
事
が
進
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。
県
の
土
木
費
の
予
算
の

縮
小
も
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
御
指
摘

の
よ
う
に
本
当
に
全
面
開
通
に
な
る
の
は

何
年
か
か
る
か
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら

お
話
を
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
国
の
予

算
状
況
、
県
の
予
算
状
況
と
い
っ
た
も
の

も
加
味
し
、
新
揖
斐
川
町
と
し
て
重
要
箇

所
と
い
う
こ
と
の
位
置
づ
け
は
変
わ
り
ま

せ
ん
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
予
算
配
分
を

考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

県
に
お
き
ま
し
て
も
、
線
形
、
あ
る
い

は
工
法
を
再
考
し
、
一
年
で
も
早
く
完
成

を
し
て
い
こ
う
と
い
う
検
討
が
な
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
継
続
し
て
、
県
に
対

し
強
く
要
望
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

  

香
六
地
内
か
ら
川
合
地
内
の
バ
イ
パ
ス

工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
道
は
急
峻
な

地
形
で
、
相
当
な
難
工
事
が
予
想
さ
れ
、

利
便
性
に
お
い
て
も
新
た
な
バ
イ
パ
ス
工

事
が
必
要
で
あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
当

面
、
現
在
の
狭
小
区
間
で
あ
る
香
六
か
ら

小
宮
神
ま
で
の
汁
タ
レ
地
区
を
部
分
的
に

改
良
す
べ
く
、
優
先
し
て
調
査
測
量
を
い

た
し
ま
し
た
。
実
施
設
計
、
丈
量
測
量
が

済
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
年
度
内
に

は
用
地
を
お
願
い
し
、
補
償
手
続
を
い
た

し
ま
し
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
平
成
18
年
度
に
は
工
事
が
着

手
さ
れ
、
早
期
完
成
に
向
け
て
、
県
に
対

し
て
、
こ
の
汁
タ
レ
地
区
の
工
事
を
早
く

完
了
す
る
よ
う
に
要
望
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

  

ま
た
、
美
束
地
内
の
峠
平
付
近
改
良
工

事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
、
議
員
御
指
摘

の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で
す
が
、
議

員
の
御
指
摘
に
な
り
ま
し
た
地
域
住
民
の

意
見
、
あ
る
い
は
こ
ん
な
高
架
な
も
の
は

要
ら
ん
と
い
う
発
言
で
ご
ざ
い
ま
し
た
の

で
、
今
後
、
地
域
の
皆
さ
ん
、
あ
る
い
は

春
日
地
域
の
皆
さ
ん
と
よ
く
相
談
を
し
、

協
議
を
し
、
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
は
県

等
も
含
め
て
検
討
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
が
所
有
す
る
建
物
の
調
査
の

結
果
、
吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ

れ
た
確
率
が
高
い
施
設
は
、
17
施
設
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
う
ち
16
施
設
に
つ
い

て
は
、
主
に
機
械
室
な
ど
頻
繁
に
立
ち
入

ら
な
い
と
こ
ろ
で
、
当
面
、
職
員
が
防
塵

マ
ス
ク
を
す
る
な
ど
の
対
策
で
注
意
を
し

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
も
う
１

箇
所
の
旧
横
蔵
小
学
校
の
体
育
館
に
つ
い

て
は
、
防
音
な
ど
の
た
め
天
井
な
ど
が
穴

あ
き
の
ボ
ー
ド
に
な
っ
て
お
り
、
ア
ス
ベ

ス
ト
が
飛
散
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

吹
き
つ
け
ア
ス
ベ
ス
ト
が
使
用
さ
れ
た
確

率
が
高
い
17
施
設
に
つ
い
て
、
調
査
結
果
を

待
っ
て
最
善
の
対
策
を
実
施
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
特
に
こ
の
子
供
た
ち
が
集
ま
る

旧
横
蔵
小
学
校
に
つ
い
て
は
早
急
に
対
策
を

と
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
は

い
か
が
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

宗
宮 

孝
生 

町
長

　

ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
、
特
に
旧
横
蔵

小
学
校
の
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
を
重
点
に
御

質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

機
械
室
と
体
育
館
は
吹
き
つ
け
の
ア
ス

ベ
ス
ト
が
使
わ
れ
て
お
り
ま
す
確
率
が
高

い
施
設
で
ご
ざ
い
ま
す
。
機
械
室
に
つ
い

て
は
、
現
在
ま
で
ど
の
施
設
に
つ
き
ま
し

て
も
、
使
用
し
な
い
よ
う
施
錠
し
て
管
理

を
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
施
設
の
体
育

館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
施
設
の
利
用
者

や
、
横
蔵
地
域
の
方
々
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
に

御
利
用
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
が
出
て

き
ま
し
て
、
体
育
館
の
使
用
を
禁
止
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
横
蔵
小
学
校
は
、
議
員
御
指
摘
の
よ

う
に
、
平
成
15
年
３
月
に
谷
汲
小
学
校
と

の
統
合
に
よ
っ
て
閉
校
に
な
り
ま
し
た
。

小
倉 

昌
弘 

議
員

議会だより
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統
合
に
至
る
過
程
で
横
蔵
の
地
域
か
ら
、

施
設
の
有
効
利
用
と
い
う
こ
と
で
旧
谷
汲

村
時
代
に
強
く
要
望
を
さ
れ
、
当
時
、
村

に
よ
り
宿
泊
施
設
へ
の
改
装
を
行
い
、
平

成
15
年
８
月
、
有
限
会
社
樹
庵
に
賃
貸
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
施
設
で
は
、
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
「
学
ぶ
こ
と
を
何
で
も

や
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

  

現
在
、
こ
の
体
育
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、

サ
ン
プ
ル
を
採
取
し
て
、
飛
散
状
況
調
査

を
専
門
機
関
に
お
願
い
を
し
て
お
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

今
後
、
調
査
結
果
が
判
明
次
第
、
最
善

の
対
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
高
齢
化
が
進
み
、
救
急
車
の
出

動
回
数
が
増
加
を
し
て
お
り
ま
す
。現
在
、

揖
斐
川
町
に
は
谷
汲
地
区
、
春
日
地
区
、

藤
橋
地
区
の
３
ヵ
所
に
消
防
分
署
が
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
各
分
署
に
救
急
車
が

ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
揖
斐
川
地
区
に

お
き
ま
し
て
は
、
指
定
救
急
病
院
、
揖
斐

厚
生
病
院
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
救
急

車
の
配
備
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
町

民
よ
り
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
救
急
車

の
到
来
の
時
間
が
蘇
生
率
を
大
幅
に
引
き

上
げ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
揖
斐
川
地

区
に
お
い
て
は
、
救
急
車
の
通
報
が
消
防

署
に
入
り
、
消
防
本
部
、
大
野
町
の
中
之

元
よ
り
到
着
す
る
時
間
が
10
数
分
も
か
か

る
と
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

本
年
１
月
31
日
に
１
町
５
村
が
合
併

し
、
新
揖
斐
川
町
は
８
０
３
平
方
キ
ロ
と

広
大
な
面
積
を
有
す
る
町
と
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
近
年
、
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま

す
自
然
災
害
に
つ
い
て
も
、
東
南
海
・
南

海
地
震
防
災
対
策
地
域
に
指
定
さ
れ
、
人

口
２
万
７
０
０
０
人
の
町
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
に
も
、
広
域
と
な
り
ま
し
た
揖

斐
川
町
に
お
い
て
は
、
常
設
消
防
力
の
強

化
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

  
現
在
の
６
つ
の
団
長
さ
ん
及
び
副
団
長

さ
ん
で
組
織
さ
れ
ま
す
揖
斐
川
町
消
防
連

合
会
議
か
ら
も
、
常
設
消
防
署
の
設
置
が

強
く
要
望
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
合
併
前
に

も
分
庁
舎
の
要
望
が
出
て
い
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
消
防
が
、
今
の
少
子
・
高

齢
化
に
よ
り
ま
し
て
、
年
々
の
交
代
の
時

期
の
区
長
さ
ん
方
の
悩
み
は
、
本
当
に
大

変
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
の
と
こ

ろ
も
よ
く
お
酌
み
い
た
だ
き
ま
し
て
、
町

長
さ
ん
に
質
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

宗
宮 

孝
生 

町
長

　

ま
ず
初
め
に
、
現
在
に
お
け
る
救
急
体

制
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
し
ま
す
と
、
揖

斐
郡
消
防
組
合
に
お
け
る
緊
急
出
動
体
制

に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
12
年
４
月
１
日

よ
り
消
防
緊
急
通
信
指
令
施
設
が
稼
働
し

て
お
り
ま
す
。通
報
に
よ
っ
て
電
話
番
号
、

あ
る
い
は
住
所
地
番
、
氏
名
等
を
入
力
し

ま
す
と
、
現
地
箇
所
と
現
場
付
近
が
指
示

で
き
る
よ
う
な
住
宅
地
図
が
打
ち
出
せ
る

シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
以
前
よ

り
現
場
着
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
救
急
体

制
の
充
実
が
こ
れ
と
併
せ
て
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

  

し
か
し
な
が
ら
、
常
設
の
消
防
分
庁
舎

に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併
協
議
の
中
で
も

協
議
が
な
さ
れ
て
お
り
ま
し
て
、
私
も
こ

れ
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
変
わ
り

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

  

今
後
の
地
域
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し

て
、
常
備
消
防
力
の
維
持
及
び
充
実
・
強

化
を
図
り
、
安
全
・
安
心
で
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、

以
前
よ
り
常
設
消
防
分
庁
舎
の
設
置
が
ぜ

ひ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
地
域
の
実

情
を
踏
ま
え
て
、
各
関
係
機
関
と
綿
密
な

連
絡
・
調
整
を
図
り
、
昨
年
９
月
に
は
常

設
消
防
分
庁
舎
の
設
置
に
つ
い
て
の
要
望

書
を
、
合
併
前
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
揖

斐
郡
消
防
組
合
議
会
に
提
出
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。　
　

　

そ
の
後
、
同
組
合
消
防
施
設
整
備
計
画

を
策
定
し
、
同
年
12
月
の
揖
斐
郡
消
防
組

合
議
会
運
営
委
員
会
で
、今
年
の
１
月
、揖

斐
郡
消
防
組
合
定
例
議
会
に
提
案
を
し
、

設
置
に
つ
い
て
今
後
検
討
す
る
と
決
定
が

な
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
９
月
の
組
合
議
会
定
例
会

に
お
き
ま
し
て
も
、
常
設
分
庁
舎
の
設
置

を
強
く
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

  

只
今
は
揖
斐
川
町
の
各
地
域
を
守
る
消

防
団
か
ら
も
常
設
消
防
分
庁
舎
の
設
置
を

求
め
る
要
望
も
強
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ

う
な
声
が
あ
る
こ
と
を
揖
斐
郡
消
防
組
合

に
対
し
て
伝
え
、
早
急
に
揖
斐
川
町
に
常

設
消
防
分
庁
舎
を
設
置
す
る
よ
う
、
更
に

強
く
働
き
か
け
、
地
域
住
民
の
安
全
・
安

心
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

合
併
に
よ
り
６
町
村
の
職
員
が
本
庁
、

振
興
事
務
所
、出
先
機
関
に
割
り
振
ら
れ
、

配
置
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
庁
に
今

ま
で
の
揖
斐
川
町
の
職
員
に
各
５
村
の
職

員
が
増
員
さ
れ
、
各
課
は
通
路
の
確
保
も

ま
ま
な
ら
な
い
よ
う
な
状
況
で
仕
事
を
し

て
い
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
あ
ま
り
余
裕

の
空
間
が
な
い
よ
う
な
職
場
で
は
、
仕
事

の
能
率
も
悪
く
、
実
の
あ
る
仕
事
は
で
き

に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特

に
本
庁
は
会
議
室
が
非
常
に
少
な
く
、
各

課
が
会
議
を
す
る
場
所
に
苦
労
し
て
い
る

こ
と
は
、
職
員
の
配
置
を
見
る
だ
け
で
も

理
解
が
で
き
ま
す
。

  

ま
た
、
分
散
し
て
い
る
町
の
組
織
を
集
中

さ
せ
、
連
携
を
持
ち
、
効
率
化
を
図
る
こ

と
は
、
将
来
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
特
に
教
育
委
員
会
は
行
政
と
一

体
化
を
図
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
未
来

議会だより

森
本 

哲
弘 

議
員

清
水 

政
則 

議
員
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を
担
う
子
供
た
ち
の
育
成
を
図
る
た
め
に

も
連
携
の
と
り
や
す
い
環
境
に
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
、
本
庁
の
中
に
教
育
委
員
会

も
設
置
す
べ
き
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

  

ま
た
、
庁
舎
と
し
て
揖
斐
郡
内
の
周
辺

の
庁
舎
よ
り
も
老
朽
化
し
て
お
り
、
耐

震
性
整
備
も
で
き
て
い
な
い
と
聞
い
て
い

ま
す
。
合
併
と
い
う
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
ク

リ
ア
し
、
新
生
揖
斐
川
町
と
し
て
旧
６
町

村
を
取
り
ま
と
め
て
い
く
た
め
に
も
新
庁

舎
は
必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
合
併
特
例
法
の
活
用
が
で
き
る
間
に

対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

  

揖
斐
川
町
は
、
今
後
、
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
事
業
は
山
積
し
、
各
事
業
費

が
膨
大
で
あ
る
こ
と
は
重
々
承
知
は
い
た

し
て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
地
に
足
の
つ
い

た
行
政
を
推
し
進
め
る
た
め
に
も
新
揖
斐

川
庁
舎
を
建
設
し
、
職
員
の
英
知
を
結
集

し
て
行
政
運
営
を
推
進
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
ま
す
の
で
、
こ
の
庁
舎
建
設
に

つ
い
て
、
町
長
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

宗
宮 

孝
生 

町
長

　

現
在
の
本
庁
舎
は
、
町
村
合
併
に
伴
い

ま
し
て
職
員
の
数
も
増
加
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
会
議
室
も
事
務
室
に
改
修
し
ま
し

て
、
事
務
を
行
っ
て
お
る
現
状
で
ご
ざ
い

ま
す
。
通
路
を
初
め
余
裕
の
空
間
ス
ペ
ー

ス
が
な
く
、
住
民
か
ら
見
れ
ば
詰
め
込
み

配
置
に
よ
り
、
ど
こ
に
ど
の
課
が
あ
る
の

か
わ
か
り
に
く
い
状
態
で
も
あ
り
ま
す
。

  

さ
ら
に
、
会
議
室
が
少
な
い
の
と
、
併

せ
て
駐
車
場
の
ス
ペ
ー
ス
も
少
な
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。
住
民
等
、
来
庁
者
に
大
変

御
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
る
の
は
御
指
摘

の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

本
庁
舎
は
昭
和
47
年
の
建
築
で
ご
ざ
い

ま
し
て
、
旧
揖
斐
川
町
の
庁
舎
で
も
あ
り

ま
し
た
。
特
に
本
庁
舎
は
、
新
町
の
中
枢

施
設
で
も
あ
り
、
防
災
関
係
の
拠
点
施
設

で
も
ご
ざ
い
ま
す
。
今
、
危
惧
さ
れ
て
お

り
ま
す
東
海
地
震
、
あ
る
い
は
東
南
海
地

震
の
発
生
の
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、
耐
震

性
に
関
し
て
は
非
常
に
問
題
が
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

  
ま
た
、
教
育
委
員
会
を
本
庁
舎
の
中
に

と
い
う
御
意
見
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
現
在

は
教
育
委
員
会
と
商
工
観
光
課
が
谷
汲
分

庁
舎
に
ご
ざ
い
ま
す
。
行
政
の
一
本
化
に

つ
い
て
は
、
経
済
性
、
あ
る
い
は
組
織
の

連
携
、
事
務
能
率
の
向
上
の
面
か
ら
も
必

要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
事
務
所
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
、
関
係
機
関
と
の
調
整
及
び
住

民
の
方
々
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
検
討
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
財
政
的
に
厳
し

い
中
、
事
業
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
、
早
急
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
施
設
の
一
つ
で
も
あ
ろ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
庁
舎
建
設
に
は
一
般
的
な
補
助

金
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
幸
い
に

し
て
合
併
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
合
併
特

例
債
対
象
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
合

併
特
例
債
は
、
御
承
知
の
と
お
り
、
元
利

償
還
金
の
７
割
が
交
付
税
算
入
さ
れ
ま
す

の
で
、
大
変
有
利
な
起
債
で
あ
り
ま
す
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
安

全
性
、
利
便
性
、
そ
し
て
経
済
性
を
必
須

条
件
と
し
て
、
協
議
の
場
を
つ
く
り
、
新

庁
舎
建
設
基
本
計
画
の
作
成
に
取
り
か
か

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
揖
斐
川
中
央
公
民
館
は
、
昭
和

52
年
に
建
設
さ
れ
、
庁
舎
同
様
老
朽
化
し

て
お
り
ま
す
。
屋
根
の
雨
漏
り
や
冷
暖
房

な
ど
の
不
具
合
が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
、

こ
こ
で
合
併
協
議
会
の
会
議
を
し
て
い

た
と
き
か
ら
非
常
に
気
に
な
っ
て
お
り
ま

し
た
。
人
口
が
２
万
６
０
０
０
人
強
の
揖

斐
川
町
に
お
い
て
、
現
在
の
中
央
公
民
館

で
は
非
常
に
使
い
に
く
い
面
も
あ
り
、
多

く
の
住
民
の
活
用
は
中
途
半
端
な
施
設
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
図
書
館
も
隣
接

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
な
多
目
的

施
設
と
し
て
見
直
し
を
考
え
る
時
期
が
来

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

  

財
政
が
苦
し
い
と
い
う
こ
と
は
百
も
承

知
し
て
お
り
ま
す
が
、
旧
５
村
は
、
合
併

ま
で
に
各
施
設
の
整
備
は
大
半
済
ま
せ
て

い
る
状
況
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

本
庁
で
あ
る
揖
斐
川
町
の
看
板
で
も
あ
る

庁
舎
や
中
央
公
民
館
の
整
備
は
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
考
え
、
無
理
を
承
知
で
お
聞

き
を
い
た
し
ま
す
。
将
来
に
向
か
っ
て
、

住
民
の
た
め
に
住
み
や
す
い
、
住
ん
で
み

た
い
ま
ち
と
し
て
定
着
し
て
い
く
た
め
に

も
、
公
共
施
設
整
備
を
万
全
に
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
町
長
の
将
来

構
想
の
中
に
も
、
こ
の
件
も
ぜ
ひ
加
え
て

い
た
だ
き
、
質
問
と
い
た
し
ま
し
た
。
町

長
の
答
弁
を
求
め
ま
す
。

宗
宮 

孝
生 

町
長

　

文
化
ホ
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
先
程
、

林
議
員
に
も
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
中
央
公
民
館
は
昭
和
52
年
当
初

の
完
成
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
30
年
近
く
経
過

を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
施
設
・
設
備
が
老

朽
化
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
利
用
に
御
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
努
力

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で

継
承
さ
れ
て
お
り
ま
す
伝
統
文
化
を
伝
え

て
い
く
た
め
の
文
化
施
設
の
整
備
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
14
年
７
月
、
旧
揖
斐
川

町
で
文
化
施
設
検
討
委
員
会
と
い
う
の
が

立
ち
上
が
っ
て
お
り
ま
し
て
、
そ
れ
の
委

員
さ
ん
は
23
名
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
議
を

重
ね
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
経
過
が

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
生
涯
学
習

の
振
興
の
た
め
の
拠
点
づ
く
り
と
い
う
提

案
を
い
た
だ
い
て
、
平
成
15
年
２
月
、
文

化
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
の
提
言
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

  

そ
れ
か
ら
、
新
揖
斐
川
町
は
「
自
然
と

歴
史
が
育
む　

ふ
れ
あ
い
と
活
力
の
あ
る

健
康
文
化
都
市
」を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
、「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
人
づ

く
り
」
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
多

目
的
ホ
ー
ル
な
ど
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
前
向
き
に
検
討
し
、
早
期
に
基
本
計

議会だより
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画
を
策
定
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

新
揖
斐
川
町
と
な
り
11
ヵ
月
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
今
日
、
本
庁
舎
と
分

庁
舎
が
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
日
々
の

町
行
政
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
こ
と
か
ら
質
問
を
い
た
し
ま
す
。

  

結
論
か
ら
申
し
上
げ
ま
す
と
、
本
庁
の

指
示
で
分
庁
が
動
き
、
町
民
の
相
談
は
本

庁
に
速
や
か
に
上
げ
る
、い
わ
ゆ
る
「
報
・

連
・
相
」、
こ
れ
は
公
務
員
の
基
本
で
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
分
庁
舎
か
ら
決
裁
文

を
出
し
て
も
、
１
ヵ
月
た
っ
て
も
下
が
っ

て
こ
な
い
。
ま
た
は
、
本
庁
舎
が
知
ら
な

い
う
ち
に
行
事
日
程
が
決
め
ら
れ
て
い
る

等
々
の
、
円
滑
な
町
行
政
が
で
き
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
仄
聞
を
い
た
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
住

民
の
希
望
す
る
「
住
み
や
す
い
、
住
ん
で

み
た
い
」
と
言
わ
れ
る
町
に
す
る
に
は
、

早
急
に
立
て
直
し
、
修
正
す
る
こ
と
が
肝

要
か
と
思
い
ま
す
。

  

私
は
、
合
併
を
し
た
際
に
、
分
庁
舎
を

急
に
つ
く
っ
た
こ
と
に
無
理
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
一
度
本
庁
舎

に
合
流
を
し
て
、
二
、三
年
計
画
を
立
案

し
、
立
て
直
し
を
さ
れ
て
分
庁
舎
を
ま
た

考
え
る
べ
き
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

町
長
の
お
答
え
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

宗
宮 

孝
生 

町
長

　

本
庁
舎
、
分
庁
舎
の
関
係
に
つ
い
て
で

ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
き
つ
い
御
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の
本
庁
舎
、

分
庁
舎
を
決
め
た
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
も

ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
点
も
御
理
解
を
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
現
在

の
教
育
委
員
会
と
商
工
観
光
課
が
分
庁
舎

と
し
て
谷
汲
に
あ
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
合
併
を
し
、
も
う
１
年
が
た
と
う
と

し
て
お
り
ま
す
、
現
在
11
ヵ
月
が
過
ぎ
て

お
り
ま
す
が
、
お
話
の
あ
っ
た
と
お
り
、

決
裁
、
あ
る
い
は
日
程
等
の
調
整
に
お
き

ま
し
て
は
、
分
庁
舎
で
あ
る
ゆ
え
に
不
都

合
が
出
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
ご
ざ
い
ま

す
。
私
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
危
惧
を
い

た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

  

私
は
、常
日
ご
ろ
か
ら
職
員
に
対
し
「
報

告
・
連
絡
・
相
談
」
を
強
く
職
員
に
対
し

て
求
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

分
庁
舎
で
あ
る
た
め
徹
底
が
で
き
て
い
な

い
こ
と
も
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。　

　

合
併
し
て
間
も
な
く
１
年
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な

い
よ
う
、
ま
た
特
に
住
民
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
不
便
を
か
け
な
い
よ
う
、
今
後
と
も

職
員
に
対
し
て
話
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
に
と
っ
て
も
ど
の
よ
う
な

組
織
が
よ
い
の
か
、
あ
る
い
は
現
在
、
組

織
・
機
構
の
見
直
し
を
行
う
よ
う
、こ
の
前

も
お
話
し
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
行
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
の
中
で
行
革
推
進
委
員
会
も
立
ち
上

げ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、現
在
、

協
議
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
で
の
検
討

を
待
ち
な
が
ら
、
今
後
、
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
揖
斐

川
幼
稚
園
の
跡
を
改
築
し
て
、
児
童
館
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー

に
改
修
す
る
と
い
う
こ
と
で
入
札
が
11
月

末
に
行
わ
れ
た
そ
う
で
す
が
、私
は
一
切
、

何
も
聞
い
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
ま
ず
、
入
札
日
、
設
計
事
務

所
、
指
名
業
者
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
し

た
い
。

　

ま
た
、
私
が
問
題
に
し
た
い
の
は
、
11

月
28
日
に
入
札
が
行
わ
れ
、
全
社
が
指
名

を
拒
否
し
た
と
か
返
納
し
た
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
。全
社
が
指
名
を
返
す
、こ
れ
は

異
常
事
態
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
し
、

誰
が
考
え
て
も
談
合
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
ゆ
ゆ
し
き
問
題
で
、
こ

ん
な
こ
と
が
公
然
と
通
る
な
ら
、
指
名
入

札
は
や
め
る
べ
き
で
、
一
般
競
争
入
札
で

対
応
す
べ
き
で
す
。

野
原 

靖 

総
務
部
次
長

　

入
札
日
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
11
月
28
日

午
後
３
時
か
ら
行
い
ま
し
た
。
指
名
業
者

は
、
全
部
で
12
社
で
ご
ざ
い
ま
す
。
設
計

事
務
所
は
衣
斐
建
築
設
計
事
務
所
で
す
。

井
川 

孝
明 

助
役

　

28
日
に
入
札
を
終
わ
り
ま
し
て
か
ら
、

速
や
か
に
辞
退
し
た
理
由
と
い
う
も
の

を
、
各
社
呼
び
ま
し
て
聞
い
て
ご
ざ
い
ま

す
し
、
ま
た
内
訳
書
も
す
べ
て
提
出
さ
せ

ま
し
て
、
中
身
に
つ
い
て
今
検
討
し
て
い

る
最
中
で
す
。

  

ま
た
、
設
計
の
中
身
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
の
住
宅
供
給
公
社
の
方
に
、
中
身
に
つ

い
て
今
見
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

宗
宮 

孝
生 

町
長

　

議
会
の
皆
さ
ん
に
お
諮
り
す
る
こ
と

は
、地
方
自
治
法
、あ
る
い
は
町
の
条
例
の

中
で
載
せ
て
い
る
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、

議
会
の
皆
さ
ん
の
承
認
を
い
た
だ
く
こ
と

と
し
て
現
在
ま
で
来
て
お
り
ま
す
の
で
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
田 

茂
和 

議
員

議会だより
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　総工費　4,740,750 円
　小島地内の町道２３８号線をアスファルト舗装し
ました。

　総工費　4,509,750 円
　春日川合地内の町道春日古屋大高線のガードレー
ルの補修を行いました。

　総工費　3,950,100 円
　西津汲地内の町道久瀬西津汲空向線をアスファル
ト舗装しました。

　総工費　2,638,650 円
　東津汲地内の町道久瀬東津汲上山線のアスファル
ト舗装および側溝の修繕を行いました。

　総工費　2,824,500 円
　西津汲地内の久瀬公民館の屋根の塗装を行いまし
た。

　総事業費　3,557,400 円
　坂内広瀬地区の坂内小中学校の健康増進室にトレ
ーニング機器を設置しました。

　総事業費　10,920,000 円
　東横山地内の藤橋国保診療所のレントゲンを更新
しました。

　平成 17年度の電源立地地域対策交付金事業で次の
７つの事業が完成しました。
　電源立地地域対策交付金事業は、水力発電などの
発電施設が所在する市町村が住みよいまちづくりの
基盤を整備するために行われる事業です。
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一
月
二
十
五
日
（
水
）
に
新
宮
の
小
寺
せ
む
さ
ん
が
、
二
月

三
日
（
金
）
に
谷
汲
深
坂
の
鈴
木
新
一
さ
ん
が
百
歳
の
誕
生

日
を
、
一
月
十
七
日
（
火
）
に
北
方
の
林
は
つ
ゑ
さ
ん
が
、
二

月
五
日
（
日
）
に
房
島
の
宗
宮
市
郎
さ
ん
が
、二
月
七
日
（
火
）

に
春
日
美
束
の
市
川
う
め
を
さ
ん
が
九
十
五
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
生
き
の
秘
訣
に
つ
い
て
、
小
寺
さ
ん
は
、
楽
天
家
で
、
く

よ
く
よ
悩
ま
ず
過
ご
し
て
い
る
の
が
よ
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
さ
ん
は
、
今
で
も
畑
作
業
を
し
た
り
、
家
の
周
り
の

草
取
り
な
ど
を
さ
れ
、
毎
日
体
を
動
か
し
て
い
る
の
で
大
変

お
元
気
だ
そ
う
で
す
。

　

林
さ
ん
は
、
息
子
さ
ん
夫
婦
に
大
切
に
し
て
も
ら
い
、
食

事
に
も
気
を
つ
け
て
い
る
た
め
大
き
な
病
気
を
し
た
こ
と
が

な
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

宗
宮
さ
ん
は
、
若
い
と
き
に
何
で
も
食
べ
、
絶
え
ず
野
良

仕
事
を
し
、
体
を
動
か
し
た
こ
と
で
丈
夫
な
体
を
作
ら
れ
た

そ
う
で
す
。

　

市
川
さ
ん
は
、
と
く
に
大
き
な
病
気
も
し
た
こ
と
が
な
く
、

つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
気
に
せ
ず
生
き
て
い
る
の
が
良

い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

百
歳
、
九
十
五
歳
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
長
寿
の

お
祝
い
と
褒
賞
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
。

TopicsTopicsTopics
　

こ
の
ほ
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
び
が
わ
ミ
ズ
み

ず
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
第
六
回
「
中
部
の
未

来
創
造
大
賞
」
住
民
部
門
の
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

環
境
に
対
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
「
環
境
の
駅
」
の

活
動
な
ど
が
総
合
的
に
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
て
、
中
村
理
事
長
は
「
日
ご
ろ

の
環
境
に
対
す
る
活
動
が
評
価
さ
れ
、
ま
た
地

域
の
住
民
の
意
識
も
徐
々
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
こ
と
も
実
感
で
き
大
変
喜
ば
し
い
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
第
五
十
五
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
に
お
い
て
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

岐
阜
県
実
施
委
員
会
委
員
長
賞　

上
野
由
美
恵（
谷
汲
中
三
年
）

優
秀
賞　
　

田
幸
世
（
谷
汲
小
六
年
）　

河
岸
菜
々
子
（
揖
斐
川
中
一
年
）

優
良
賞　

高
野
優
子（
大
和
小
六
年
）　

小
森
絢
子（
清
水
小
六
年
）

　
　
　
　

松
岡
悠
斗（
長
瀬
小
六
年
）　

近
藤
友
貴（
北
和
中
三
年
）

　
　
　
　

藏
田　

遥
（
坂
内
中
一
年
）

　

ま
た
岐
阜
地
方
法
務
局
大
垣
支
局
、
大
垣
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
主
催
の
人
権
書
道
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
に

お
い
て
次
の
皆
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

○
人
権
書
道
コ
ン
テ
ス
ト

優
秀
賞　

杉
山
明
日
香
（
揖
斐
小
五
年
）

佳
作　

横
山　

優
（
長
瀬
小
六
年
）
小
寺
悠
太
（
久
瀬
小
六
年
）
高
橋
陽
美
（
坂
内
小
五
年
）

　
　
　

坪
井
俊
也（
大
和
小
六
年
）成
瀬
あ
お
い（
大
和
小
五
年
）神
原
芽
依（
谷
汲
小
四
年
）

　
　
　

矢
野
奈
都
美（
小
島
小
四
年
）加
藤
あ
や
み（
春
日
小
三
年
）森
本
ま
ゆ（
北
方
小
三
年
）

　
　
　

永
田
真
柚
美
（
清
水
小
三
年
）

○
人
権
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
テ
ス
ト

入
選　

長
田
詩
織
（
養
基
小
四
年
）　

佳
作　

野
原
亜
侑
美
（
養
基
小
四
年
）

町長に報告されるいびがわミズみずエコステー
ションの皆さん表彰を受けた上野さん

100歳を迎えられた小寺せむさん

100歳を迎えられた鈴木新一さん

95歳を迎えられた市川うめをさん 95歳を迎えられた宗宮市郎さん 95歳を迎えられた林はつゑさん
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一
月
二
十
六
日
（
木
）、
谷
汲
徳
積
の
町
営
谷

汲
駐
車
場
内
に
揖
斐
川
町
観
光
プ
ラ
ザ
が
完
成
し
、

竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
観
光
プ
ラ
ザ
は
観
光
情
報
発
信
の
拠

点
と
し
て
、
町
内
に
多
数
あ
る
観
光
地
の
紹
介
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
の
発
信
を
行
う
ほ
か
、
特
産
品
の

展
示
紹
介
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、（
財
）
日
本
宝
く
じ
協
会
お
よ
び
（
財
）

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
助
成
を
受
け
て
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

　

二
月
八
日
（
水
）、
北
方
地
内
に
お
い
て
、
北
方

奥
郷
町
営
住
宅
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
宗
宮
町
長
は
、「
北
方
奥
郷
町
営
住
宅

は
定
住
化
対
策
の
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
、
無
事

故
で
の
早
期
完
成
を
祈
願
し
て
い
ま
す
。」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

北
方
奥
郷
町
営
住
宅
は
、
今
年
十
月
末
に
完
成

予
定
で
す
。

　

二
月
三
日
（
金
）
に
谷
汲
山
華
厳
寺
に
お
い
て

節
分
厄
払
い
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

あ
い
に
く
の
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
堂
や
仁

王
門
に
設
置
さ
れ
た
大
き
な
赤
鬼
の
前
で
豆
が
ま

か
れ
、家
内
安
全
・
無
病
息
災
な
ど
を
願
い
ま
し
た
。

ま
た
、
谷
汲
観
光
協
会
に
よ
る
甘
酒
サ
ー
ビ
ス
も

行
わ
れ
約
千
人
の
来
場
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

○
全
国
統
計
協
会
連
合
会
会
長
表
彰

　

二
月
二
日
（
木
）、
宮
城
県
仙
台
サ
ン
プ
ラ
ザ
に

お
い
て
、「
第
五
十
六
回
全
国
統
計
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
島
の
河
原
育
子
さ
ん
が
全
国
統
計
協
会
連
合

会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

河
原
さ
ん
は
、
二
十
二
年
間
計
六
十
五
回
に
わ
た

り
統
計
調
査
員
お
よ
び
指
導
員
と
し
て
従
事
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

○
農
林
業
セ
ン
サ
ス
功
績
者
農
林
水
産
大
臣
表
彰

　

二
月
九
日
（
木
）、
岐
阜
県
庁
に
お
い
て
「
岐
阜

県
統
計
功
労
者
表
彰
式
」
が
開
催
さ
れ
、
谷
汲
深
坂

の
岩
田
美
鈴
さ
ん
と
樫
原
の
杉
山
照
代
さ
ん
が
農
林

業
セ
ン
サ
ス
功
績
者
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

岩
田
さ
ん
、
杉
山
さ
ん
と
も
に
農
林
業
セ
ン
サ
ス

を
は
じ
め
、
数
多
く
の
統
計
調
査
に
統
計
調
査
員
や

指
導
員
と
し
て
従
事
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績

が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

一
月
三
十
日
（
月
）、
春
日
中
学
校
三
年
の
竹
内
瑠

美
さ
ん
が
全
国
中
学
校
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
大
会
、

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
へ
の
出
場
を
決
め
、

宗
宮
町
長
に
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

竹
内
さ
ん
は
、
先
日
行
わ
れ
た
岐
阜
県
中
学
校
総
合

体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
、
今
回
の
全
国
大
会
へ
の
出
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

竹
内
さ
ん
は
出
場
に
際
し
、「
全
国
大
会
で
は
悔
い

の
残
ら
な
い
よ
う
頑
張
り
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
の
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

受賞された河原さん受賞された杉山さん竹内さん頑張ってください

テープカットの様子工事が無事完成しますように鬼は外　福は内
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一
月
二
十
七
日(

金)

、
か
す
が
保
育
園
、
年

中
児
た
ん
ぽ
ぽ
組
が
か
す
が
モ
リ
モ
リ
村
に
あ

る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

七
月
に
年
長
児
が
訪
問
し
て
今
回
が
二
回
目
、

子
ど
も
た
ち
の
「
こ
ん
に
ち
は
」
の
声
に
、「
よ

う
来
た
ね
」「
待
っ
て
た
よ
」
と
手
を
振
っ
て

迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
ず
い
ず
い
ず
っ
こ

ろ
ば
し
」「
お
寺
の
和
尚
さ
ん
」
の
手
遊
び
を
し

ま
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
手
の
茶
つ
ぼ
に
子

ど
も
の
か
わ
い
い
指
が
入
る
た
び
に
笑
顔
が
こ

ぼ
れ
ま
し
た
。
あ
や
と
り
で
は
、
昔
を
思
い
出

し
て
ほ
う
き
を
作
っ
て
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

三
十
分
ほ
ど
で
し
た
が
一
緒
に
遊
ん
で
、
子

ど
も
た
ち
の
元
気
を
届
け
、
や
さ
し
い
ぬ
く
も

り
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

久
瀬
保
育
園
で
は
地
区
内
に
あ
る
貝
月
ゲ
レ

ン
デ
で
そ
り
あ
そ
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。

今
年
は
雪
が
多
く
、
予
定
の
一
月
十
一
日
、
十
八

日
、
二
十
五
日
の
三
回
と
も
実
行
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
方
に
も
安
全
見
守
り
に
参

加
協
力
し
て
も
ら
い
、
園
児
た
ち
は
真
白
な
雪

に
囲
ま
れ
、
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
て
、
思
い
っ

き
り
そ
り
あ
そ
び
楽
し
み
ま
し
た
。

　

か
ら
だ
全
体
で
そ
り
を
右
に
、
左
に
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
年
長
児
、
お
母
さ
ん
の
腕
に
抱

か
れ
て
こ
ぼ
れ
る
笑
顔
で
滑
り
降
り
る
年
少
児
、

そ
れ
ぞ
れ
が
親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
雄
大
な
自
然

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

坂
内
小
中
学
校
で
は
、
坂
内
地
区
伝
統
の
「
紙
す
き
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
坂
内
坂
本
の
山
口
郁
さ
ん
の
工
房

を
訪
れ
て
、
毎
年
同
校
を
卒
業
す
る
卒
業
生
に
送
る
卒

業
証
書
の
和
紙
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
十
二
月
二
十
日
に
小
学
校
五
・
六
年
生

が
、
二
月
二
日
に
は
中
学
二
年
生
が
工
房
を
訪
れ
て
、

寒
さ
と
冷
た
い
水
に
負
け
ず
山
口
さ
ん
の
教
え
を
よ
く

聞
き
な
が
ら
慎
重
に
作
業
を
行
い
、
和
紙
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

坂
内
保
育
園
の
園
児
八
人
に
沙
織
織
り
の
マ
フ
ラ
ー

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
マ
フ
ラ
ー
は
、
坂
内
坂
本
に

在
住
し
、
沙
織
織
り
の
工
房
を
開
い
て
お
ら
れ
る
田
中

驗
意
さ
ん
が
織
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

田
中
さ
ん
は
、
工
房
で
製
作
す
る
ほ
か
に
、
坂
内
広

瀬
に
あ
る
ふ
る
さ
と
福
祉
村
「
夢
想
庵
」
で
週
一
回
指

導
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
各
小
中
学
校
で
地
元
食
材
を
使
っ
た
給

食
が
あ
り
ま
し
た
。

　

谷
汲
地
区
で
は
、
谷
汲
農
園
で
収
穫
し
た
ヤ
ー
コ

ン
を
使
っ
た
「
ヤ
ー
コ
ン
の
き
ん
ぴ
ら
」
が
子
ど
も
た

ち
に
も
シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
の
歯
ご
た
え
で
大
変
好
評
で
し

た
。

　

ヤ
ー
コ
ン
に
は
フ
ラ
ク
ト
オ
リ
ゴ
糖
や
ポ
リ
フ
ェ
ノ

ー
ル
が
多
く
含
ま
れ
、
作
っ
て
安
心
、
食
べ
て
健
康
の

野
菜
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
揖
斐
川
の
特

産
品
と
な
る
よ
う
目
指
し
て
い
ま
す
。

真剣に指導を受ける生徒たち

あたたかいふれあいのひととき楽しいそりあそび

身近な地域の出来事・話題を揖斐川町役場総務課人事広報係、または各振興事務所振興課振興係までお寄せください。

マフラーの贈り物に喜ぶ園児たちヤーコンを使った給食（谷汲）
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練
習
の
成
果

を
思
う
存
分

発
揮
し
て
い

ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町

剣
友
会
は
春

日
、
北
山
、

揖
斐
川
、
谷

汲
の
４
つ
の

剣
友
会
で
成

り
立
っ
て
お

り
、
小
学
生
か
ら
成
人
ま
で
が
一
体
と
な

っ
て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

老
若
男
女
問
わ
ず
一
緒
に
活
動
が
で
き

る
こ
と
は
、
種
目
の
技
術
向
上
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪

が
広
が
る
と
い
う
意
味
で
立
派
な
地
域
づ

く
り
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
活
動
を
初
め
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
媒
体
と
し
た
地
域
づ
く
り
が

広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

健
康
や
運
動
に
つ
い
て
の
疑
問
や
相
談

を
専
門
家
に
よ
り
個
人
ア
ド
バ
イ
ス
い
た

し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

３
月
23
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

■
場
所　

健
康
広
場

　
　
　
　
　
　
　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
費
用　

無
料

■
内
容　

保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
、

　
　
　
　

栄
養
士
に
よ
る
栄
養
相
談
、

　
　
　
　

運
動
指
導
員
に
よ
る
体
力
測
定

☆
北
方
公
民
館

《
北
方
公
民
館
ま
つ
り
》

■
日
時　

３
月
５
日
（
日
）
10
時
〜

■
場
所　

北
方
公
民
館

　
　
　
　

北
方
小
学
校
体
育
館

☆
大
和
公
民
館

《
大
和
公
民
館
ま
つ
り
》

■
日
時　

３
月
12
日
（
日
）
９
時
〜
15
時

■
場
所　

大
和
公
民
館

　
　
　
　

大
和
小
学
校
体
育
館

☆
揖
斐
公
民
館

《
揖
斐
公
民
館
ま
つ
り
》

■
日
時　

３
月
５
日
（
日
）
10
時
〜

■
場
所　

揖
斐
公
民
館

☆
清
水
公
民
館

《
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
》

■
日
時　

３
月
19
日
（
日
）
９
時
〜
16
時

■
場
所　

清
水
公
民
館

☆　

永
公
民
館

《　

永
公
民
館
文
化
祭
》

■
日
時　

３
月
12
日
（
日
）
９　
時
〜

■
場
所　
　

永
公
民
館

☆
小
島
公
民
館

《
小
島
公
民
館
ま
つ
り
》

■
日
時　

３
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

９
時
〜
15
時
30
分

■
場
所　

小
島
公
民
館

３月 19日（日）は家庭の日　　揖斐川町青少年育成町民会議

　

１
月
14
日
（
土
）
15
日
（
日
）
の
２
日

間
に
わ
た
り
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
に
お

い
て
合
併
後
初
の
中
央
公
民
館
ま
つ
り
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
１
・
２
階
で
は
、
芸
術
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
作
品
展
示
や
、
料
理
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
、
ど
れ
も
素

晴
ら
し
い
作
品
で
力
作
揃
い
で
し
た
。

　

15
日
の
11
時
30
分
か
ら
は
、
揖
斐
高
校

に
よ
る
発
表
の
ほ
か
、
中
央
公
民
館
利
用

団
体
に
よ
る
芸
能
発
表
が
あ
り
、
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　

１
月
15
日
（
日
）
に
、
揖
斐
川
町
中

央
公
民
館
に
お
い
て
「
２
０
０
６
チ
ャ

レ
ン
ジ
・
フ
ォ
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
を
中
心

に
、
１
１
１
名
の
元
気
な
子
ど
も
た
ち
が

集
ま
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

「
フ
ォ
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
と
は
、
公
民

館
内
の
10
枚
の
写
真
を
手
に
、
そ
の
写
真

は
「
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
」
探
し
な
が
ら
、

公
民
館
の
中
を
探
検
し
、
な
ぞ
を
解
い
て

ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
す
る
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、親
子
、兄
弟
、

友
達
ど
う
し
と
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
な

が
ら
な
ぞ
を
解
い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
写
真
の
ポ
イ
ン
ト
を
中
央
公
民

館
ま
つ
り
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
し
た
こ
と

に
よ
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
、
作
品
鑑

賞
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
（
日
）
揖
斐
川
健
康
広
場
に

お
い
て
「
合
併
記
念
剣
道
大
会
」
が
揖
斐

川
町
剣
友
会
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
小
中
学
生
中
心
の
５
部
門
で
開

催
さ
れ
、
約
80
名
の
小
中
学
生
が
日
頃
の

作品鑑賞中★

こぶとりじいさん☆

10カ所のポイントを集め、
ゴールへ行くと…

写真を手にゲームスタート !!

参加賞をもらって、ゲーム終了！
やったぁ !!

ポイントゲット !!



IBIGAWA 2006 MARCH21

　

地
域
を
守
り
、
よ
さ
を
味
わ
う

〜
藤
橋
小
・
中
学
校
〜 　

　

藤
橋
小
・
中
学
校
は
全
校
児
童
十
二
名
、

生
徒
八
名
の
小
中
併
設
校
で
す
。
こ
の
実
態

を
生
か
し
、
小
中
一
貫
教
育
や
地
域
の
よ
さ

を
味
わ
う
活
動
を
取
り
い
れ
な
が
ら
、
実
践

を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
活
動
や
運
動
会
・
学
習
発
表
会
・

ス
キ
ー
教
室
な
ど
の
学
校
行
事
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
行
っ
て
い
る
神
楽
な
ど
は
小

学
校
と
中
学
校
が
合
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

藤
橋
地
区
に
伝
わ
る
文
化
の
一
つ
の
「
神

楽
」
は
、
四
月
か
ら
九
月
ま
で
の
毎
週
一
時

間
、
地
域
の
方
を
指
導
者
と
し
て
招
き
練
習

し
、
九
月
に
行
わ
れ
る
祭
礼
で
披
露
し
て
い

ま
す
。
こ
の
神
楽
は
過
去
に
途
絶
え
そ
う
に

な
っ
た
と
き
も
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た

ち
が
継
承
し
、
十
数
年
が
経
ち
ま
し
た
。
練

習
で
は
中
学
生
が
小
学
生
に
教
え
、
伝
統
を

継
承
す
る
場
と
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
中
学
校
で
は
道
徳
の
時
間
に
神
楽
の

指
導
者
の
方
を
招
き
、
神
楽
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。
神
楽
に
対
す
る
思
い
を
講
師
の

方
に
話
し
て
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
も
ま
た

新
た
な
気
持
ち
で
練
習
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

運
動
会
や
学
習
発
表
会
は
地
域
と
連
携
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
学
習
発
表
会
は

藤
橋
地
区
文
化
祭
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
、

午
前
は
学
習
発
表
会
、
午
後
は
地
域
の
発
表

と
な
っ
て
い
ま
す
。
午
前
の
学
習
発
表
会
で

は
、小
学
校
は
全
校
で
劇
を
発
表
し
ま
し
た
。

人
数
が
少
な
い
の
で
一
人
が
何
役
も
こ
な
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
台
詞
を
覚
え
る
の

も
大
変
で
し
た
。
し
か
し
、
堂
々
と
発
表
し

て
い
ま
し
た
。
中
学
校
は
学
年
ご
と
の
発
表

で
す
。
一
年
生
は
一
人
で
環
境
問
題
に
つ
い

て
調
べ
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
の
発

表
で
す
。
二
年
生
は
「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
」

の
合
唱
合
奏
で
す
。
全
校
で
一
番
人
数
が
多

い
の
で
合
唱
も
で
き
ま
す
。
三
年
生
は
英
語

劇
「
ピ
ー
チ
ボ
ー
イ
」
で
す
。
先
生
も
劇
に

加
わ
り
日
頃
の
学
習
の
成
果
を
出
し
き
り
ま

し
た
。
午
後
の
部
で
は
子
ど
も
た
ち
は
「
藤

橋
権
現
太
鼓
」を
披
露
し
た
り
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
地
域
で
採
れ
る
木
の
実
な
ど
を
材

料
に
し
て
作
品
を
作
る「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
材
料
は
、
ど
ん
ぐ
り
や

ク
ル
ミ
、
白
樺
の
木
、
竹
な
ど
で
す
。
竹
を

使
っ
て
花
瓶
を
、
木
の
実
を
使
っ
て
思
い
思

い
の
小
動
物
を
作
り
ま
し
た
。
材
料
は
同
じ

で
も
で
き
た
作
品
は
一
人
一
人
違
い
、
個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。
地
域

の
方
に
指
導
を
お
願
い
し
た
こ
と
に
よ
り
、

藤
橋
に
も
白
樺
の
木
が
生
え
て
い
る
こ
と
を

発
見
し
た
り
、
心
の
交
流
が
よ
り
深
ま
っ
た

り
と
、
日
頃
で
は
味
わ
え
な
い
活
動
と
な
り

ま
し
た
。
自
然
あ
ふ
れ
る
藤
橋
の
よ
さ
を
実

感
で
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

《
家
庭
教
育
学
級
『
閉
校
式
と
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
』》

■
日
時　

３
月
16
日
（
木
）
９
時
30
分
〜

■
場
所　

小
島
小
学
校

《
に
こ
に
こ
学
級
『
お
別
れ
散
歩
』》

■
日
時　

３
月
７
日
（
火
）
10
時
〜

■
場
所　

小
島
公
民
館

《
み
ん
な
の
広
場
》

■
日
時　

３
月
４
・
18
・
25
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
〜
11
時
30
分

■
場
所　

小
島
公
民
館

燦サン・ギャラリー燦サン・ギャラリー燦サン・ギャラリー
○切り絵（家紋）展
　 ２月18日～３月２日
○久瀬・小津墨彩画展
　　　　　　　　　長屋　薫
　 ３月４日～３月16日
○デジタル絵展
　　　　坂内パソコンクラブ
　 ３月18日～３月30日

中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー中央公民館プチギャラリー

○特養尚和園および
　　　　　　揖斐川尚和園作品展
　 ２月18日～３月１日
○文化協会　会員展
　 ３月３日～３月５日
○桜　写真展　草野秀憲
　 ３月７日～３月16日
○油彩展　成瀬正美、花木庸一
　 ３月18日～３月31日
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平
成
16
年
度
に
揖
斐
川
中
、
北
和
中
、
揖

斐
高
と
で
「
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
校
」
を

つ
く
り
、
今
年
度
は
２
年
目
で
し
た
。

　

平
成
17
年
度
は
、
平
成
16
年
度
と
ほ
ぼ
同

様
の
活
動
を
し
ま
し
た
。
以
下
に
ま
と
め
て

み
ま
す
。

１　

教
員
の
授
業
交
流

　

ま
ず
、
連
携
型
中
高
一
貫
教
育
校
の
柱
の

一
つ
に
、「
教
員
の
授
業
交
流
」
が
あ
り
ま
す
。

中
学
の
先
生
が
高
校
で
、
高
校
の
先
生
が
中

学
で
授
業
を
受
け
持
つ
こ
と
で
、
お
互
い
の

生
徒
を
知
り
、
よ
り
適
切
な
指
導
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
次
の
表
の 

と
お
り
で
す
。

２　

福
祉
体
験
学
習

　

こ
の
地
区
で
の
独
自
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、「
生
徒
の
福
祉
体
験
学
習
」
が
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

揖
斐
高
の
生
活
環
境
科
の
授
業
に
、
中
学

生
が
参
加
し
、
高
校
生
が
指
導
す
る
と
い
う

形
で
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
２
学
期
に
４

回
、
期
日
を
決
め
て
、
中
学
生
に
広
く
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

通
常
の
福
祉
体
験
活
動
の
ほ
か
、
着
付
け

や
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
多
彩
な
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

３　

教
員
の
研
究
会
議

　

８
月
４
日
に
は
、
連
携
校
の
全
教
員
な
ど

を
対
象
に
し
た
会
議
が
開
か
れ
、
課
題
別
や

教
科
別
の
分
科
会
で
、
中
高
の
先
生
方
の
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

４　

広
報
活
動

　

広
報
活
動
と
し
て
、
年
４
回
、「
広
報
い

び
が
わ
」
に
記
事
を
載
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
年
度
初
め
て
の
試
み
で
あ
り
、
た
い

へ
ん
効
果
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈揖斐高での数学〉

揖斐川中→揖斐高 北和中→揖斐高

●数学毎週８時間
●英語毎週１時間
○総合年 35時間

○理科月１時間

揖斐高→揖斐川中 揖斐高→北和中

●英語毎週４時間
○社会･保健･技術
　　　　月１時間

●数学毎週２時間
○国語･理科･家庭
　　　　月１時間

　

特
に
、
表
の
●

は
時
間
割
に
位
置

づ
け
て
毎
週
実
施

し
ま
し
た
。
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健康　　　コーナー健康　　　コーナーにこにこ
 にこにこ健康　　　コーナー健康　　　コーナーにこにこ
 にこにこ健康　　　コーナーにこ
 にこ

8020運動表彰受賞おめでとうございます !!8020運動表彰受賞おめでとうございます !!
　揖斐郡口腔保健協議会では、80歳以上で自分の歯が 20本以上ある方を表彰する「8020 運動」を行っております。
今年は１月 26 日池田町老人福祉センターにおいて、表彰式があり、揖斐川町では 6人の方が表彰されました。そ
の方々の受賞の感想と 20本以上歯を残すためのアドバイスをいただきました。
（写真の掲載は全員の方ではありませんが、皆さんのご理解を賜りますようお願いいたします。）

8020運動表彰受賞おめでとうございます !!8020運動表彰受賞おめでとうございます !!

　皆さん受賞を大変喜んでいらっしゃいました。
80歳すぎても自分の歯で固いものをかむことが
でき、食事もおいしいとのことです。歯の質が
よかったことを親に感謝しながら、三食しっか
り食べ、朝晩の歯みがきはかかさず、なるべく
固い物も食べるように心がけていらっしゃるよ
うです。

河合　キシヱさん（外津汲）81歳

森　かづさん（新宮）80歳

藤澤　正男さん（上東野）80歳

　　いつまでも自分の歯で、おいしく食事ができることっていいですね ｡

長谷川ノブ子さん（谷汲神原）81歳

松岡　一さん（清水）81歳

水谷　幸一さん（上ミ野）81歳
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揖斐川
月 日 曜日 場所 月 日 曜日 場所

４月
６日 木

揖斐川保健センター

８月
３日 木

揖斐川保健センター

11日 火 17日 木
18日 火 21日 月

５月
８日 月 ９月 11日 月
16日 火 28日 木
25日 木

10月

11日 水

６月

14日 水 16日 月
16日 金 　永公民館 27日 金
22日 木 揖斐川保健センター 30日 月
30日 金

11月
２日 木

７月

３日 月 　永公民館 ６日 月
６日 木 揖斐川保健センター 27日 月
13日 木 　永公民館 12月

１日 金
21日 金 ７日 木
24日 月 揖斐川保健センター 11日 月
31日 月 胃・大腸・前立腺がん検診　受付時間　8:30 ～ 11:00

谷　汲
月 日 曜日 時間 検診内容 場所
５月 31日 水

8:40 ～ 11:00 胃・大腸・前立腺がん検診 谷汲保健センター６月 23日 金
９月 27日 水
11月 30日 木
春　日
月 日 曜日 時間 検診内容 場所
５月 12日 金 9:30 ～ 10:30 大腸がん検診 春日保健センター・春日公民館

６月 15日 木 春日保健センター・美束コミュニティーセンター
27日 火 8:30 ～ 10:00 胃・大腸がん検診 春日保健センター７月 10日 月

久　瀬
月 日 曜日 時間 検診内容 場所
５月 30日 火

8:30 ～ 11:00 胃・大腸がん検診 久瀬振興事務所６月 ６日 火
28日 水

７月 26日 水 8:30 ～ 11:30 大腸がん検診 久瀬各地区会場
８月 ８日 火 8:30 ～ 11:00 胃・大腸がん検診 久瀬振興事務所
坂　内
月 日 曜日 時間 検診内容 場所

10月 ２日 月 8:30 ～ 10:00 胃・大腸がん検診 健康と創造の館12日 木
藤　橋
月 日 曜日 時間 検診内容 場所

10月 ６日 金 8:30 ～ 10:00 胃・大腸がん検診 藤橋国保診療所20日 金

★受診希望調査票で希望された方に郵送でご案内します。（17年度受診された方は同じ頃にご案内します。）
★新規でご希望の方は、保健センターまたは振興事務所までお申し込みください。

《平成18年度　胃・大腸・前立腺がん検診日程表》
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《平成18年度　子宮（頚）・乳房がん検診日程表》
揖斐厚生病院　健診センター
月 日 曜日 時間 検診内容
４月 14日・21日・28日

すべて
金曜日 13:30 ～ 14:30 子宮・乳房がん検診

５月 12日・19日・26日
６月 ２日・９日・16日・23日
７月 ７日・14日・28日
９月 １日・８日・22日・29日
10月 ６日・13日・27日
11月 17日
12月 ８日・15日・22日
１月 ５日・26日
２月 ２日・９日
谷汲保健センター
月 日 曜日 時間 検診内容

６月 21日 水   9:30 ～ 15:00 乳房がん検診
26日 月 13:00 ～ 14:00 子宮がん検診

８月 29日 火   9:30 ～ 15:00 乳房がん検診
10月 ２日 月 13:00 ～ 14:00 子宮がん検診
春日保健センター
月 日 曜日 時間 検診内容

６月 20日 火   9:30 ～ 12:00 乳房がん検診
26日 月   9:30 ～ 10:30 子宮がん検診

７月 11日 火   9:30 ～ 12:00 乳房がん検診
久瀬公民館
月 日 曜日 時間 検診内容
７月 12日 水   9:00 ～ 12:00 乳房がん検診８月 30日 水 13:00 ～ 15:30
９月 ７日 木   9:30 ～ 11:00 子宮がん検診
健康と創造の館（坂内）
月 日 曜日 時間 検診内容

４月 19日 水   9:30 ～ 10:30 乳房がん検診
27日 木 子宮がん検診

藤橋国保診療所
月 日 曜日 時間 検診内容

４月 19日 水 13:30 ～ 14:30 乳房がん検診
27日 木 13:00 ～ 14:00 子宮がん検診

検診料（自己負担） 対象 検診料（自己負担） 対象

胃がん検診 3,675 円（800円） 40歳以上 子宮（頚）がん検診 3,150 円（700円） 20歳以上女性

大腸がん検診 1,575 円（300円） 40歳以上 乳房がん検診 3,150 円（500円） 30歳以上女性

前立腺がん検診 1,890 円（400円） 50歳以上男性 乳房Ｘ線撮影 1,575 円（200円） 40歳以上女性

☆子宮がん検診は、２０歳以上に対象年齢が引き下がります。早期発見・早期治療のために２年に１回は受診しま
　しょう！
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図書館へ行こう！
「
日
本
野
球
25
人
私
の
ベ
ス
ト
ゲ
ー
ム
」

　

ス
ポ
ー
ツ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー　

著

／
文
藝
春
秋

　

大
リ
ー
グ
に
も
負
け
な
い
、
あ
の
沸
き
立

つ
よ
う
な
興
奮
を
も
う
一
度
！
フ
ァ
ン
の
心

を
掴
ん
で
放
さ
な
か
っ
た
偉
大
な
る
野
球
人

が
選
ぶ
、
こ
の
二
十
五
年
間
の
マ
イ
・
ベ
ス

ト
ゲ
ー
ム
。

「
13
歳
か
ら
の
環
境
問
題
入
門
」

　

地
球
の
病
気
を
治
す
の
は
誰
で
す
か
？

　
　
　
　
　

吉
田
祐
夫　

著
／
か
ん
き
出
版

　

地
球
が
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

病
気
を
治
す
た
め
に
、
お
と
な
も
子
ど
も
も

一
緒
に
考
え
て
行
動
し
て
い
こ
う
。
地
球
が

今
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
、
十
七
の

症
状
に
つ
い
て
そ
の
治
し
方
を
三
十
通
り
考

え
る
。
環
境
問
題
の
大
切
な
こ
と
が
ぜ
ん
ぶ

わ
か
る
本
。

三
谷
幸
喜
の
あ
り
ふ
れ
た
生
活
４

　
　
　
　
　
（
冷
や
汗
の
向
こ
う
側
）

　
　
　
　
　

三
谷
幸
喜　

著
／
朝
日
新
聞
社

タ
ッ
チ

　
　

ダ
ニ
エ
ル
・
キ
イ
ス　

著
／
早
川
書
房

Ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｓ

　
　
　
　
　
　
　

角
田
光
代　

著
／
双
葉
社

み
ず
う
み 

　
　
　

よ
し
も
と
ば
な
な　

著
／
フ
ォ
イ
ル

サ
ザ
エ
さ
ん
を
さ
が
し
て

　

朝
日
新
聞
ｂ
ｅ
編
集
部　

著
／
朝
日
新
聞
社

ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子
の
た
め
の
お
い
し
い
毎
日

ご
は
ん

　
　
　

三
森
明
夫　

著
／
オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ

あ
ら
し
の
よ
る
に
ー
恋
愛
論―

　
　
　
　

き
む
ら
ゆ
う
い
ち　

著
／
講
談
社

砂
漠
の
薔
薇　
　

新
堂
冬
樹　

著
／
幻
冬
社

山
内
一
豊―
土
佐
二
十
万
石
へ
の
道―

　
　
　

小
和
田
哲
男　

著
／
新
人
物
往
来
社

宗
宮
き
し
ゑ
さ
ん
図
書
寄
贈

　

房
島
の
宗
宮
き
し
ゑ
さ
ん
か
ら
、
長
寿
の

お
祝
い
を
記
念
し
て
揖
斐
川
図
書
館
に
福
祉
・

介
護
関
係
の
本
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

残
念
な

が
ら
今
年
一

月
に
、
き
し

ゑ
さ
ん
は
お

亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た

が
、
ご
芳
志

に
沿
い
活
用

さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

「
ぜ
っ
た
い
に
つ
い
て
い
か
な
い
よ
！

　
　

ゆ
う
か
い
・
つ
れ
さ
り
に　

あ
わ
な
い
」

　

誘
拐
・
連
れ
去
り
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た

め
に
今
、
何
が
で
き
ま
す
か
？
親
が
一
緒
に

読
ん
で
「
自
分
で
考
え
、
自
分
を
守
れ
る
」

こ
ど
も
に
！

嶋
崎
政
男
監
修
・
す
み
も
と
な
な
み
絵　
　

／
あ
か
ね
書
房

　
「
お
か
あ
さ
ん
が
事
故
に
あ
っ
た
」「
道
を

教
え
て
」「
ほ
し
い
も
の
を
あ
げ
る
か
ら
お

い
で
」
な
ど
と
大
人
に
い
わ
れ
た
ら
？
ど
う

考
え
、
ど
う
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
、
犬

の
ハ
ナ
丸
く
ん
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
、
わ
か

り
や
す
く
伝
え
る
絵
本
。

気
を
つ
け
よ
う
！
ネ
ッ
ト
中
毒
、
１
出
会
い

系
サ
イ
ト
、
２
ネ
ッ
ト
事
件
・
有
害
サ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　

渋
井
哲
也　

著
／
汐
文
社

文
明
の
迷
路　

香
川
元
太
郎　

著
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ

ふ
た
り　

中
辻
悦
子　

絵
／
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

に
わ
と
り
マ
マ
と
は
じ
め
て
の
た
ま
ご

　
　

ア
ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン　

著
／
講
談
社

お
か
あ
さ
ん
に
お
み
や
げ　

　
　
　

つ
ち
だ
よ
し
は
る
著
／
あ
か
ね
書
房

Ｑ
＆
Ａ
で
わ
か
る
！
こ
れ
か
ら
の
年
金
ど
う

な
る
の
？　
　
　

山
本
礼
子　

著
／
汐
文
社

雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル

三
月
十
四
日
（
火
）
〜
二
十
一
日
（
火
）

　

揖
斐
川
図
書
館
、
谷
汲
図
書
館
、
坂
内
図

書
館
で
保
存
期
間
を
過
ぎ
た
雑
誌
を
お
分
け

し
ま
す
。

　

希
望
の
方
は
右
記
の
期
間
、
各
図
書
館

の
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。

揖
斐
川
図
書
館

エ
ッ
セ
、
オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
、
安
心
、
セ

ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
、安
心
、ウ
ィ
ズ
、ノ
ン
ノ
、

メ
ン
ズ
ノ
ン
ノ
、
ロ
ー
ド
シ
ョ
ウ
、
ひ
よ

こ
ク
ラ
ブ
、
モ
ー
タ
ー
マ
ガ
ジ
ン
、
ほ
か

谷
汲
図
書
館

ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
、
新
し
い
住
ま
い
の
設
計
、

オ
ー
ル
読
物
、
キ
ュ
ー
テ
ィ
、
ク
ロ
ワ
ッ

サ
ン
、
壮
快
、
婦
人
公
論
、
文
芸
春
秋
、

小
説
新
潮
、
す
て
き
な
奥
さ
ん　

ほ
か　

坂
内
図
書
館

き
ょ
う
の
健
康
、
月
刊
自
家
用
車
、
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
、
東
海
ウ
ォ
ー
カ
ー
、
モ
ー
タ

ー
サ
イ
ク
ル
、
特
選
街
、
ほ
か

期
日　

３
月
５
日（
土
）

　
　

午
後
２
時
〜
２
時
30
分

場
所　

揖
斐
川
図
書
館

手
袋
人
形
あ
そ
び

「
か
く
れ
ん
ぼ
う
さ
ぎ
」

絵
本
読
み
き
か
せ

ほ
か　
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去
る
一
月
三
十
一
日
、
新
揖
斐
川
町
合
併

一
周
年
記
念
の
日
に　

平
成
十
七
年
度
特
別

企
画
展
の
開
場
式
が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
企
画
展
は
、
展
示
テ
ー
マ
を
「
新
揖

斐
川
町
の
歴
史
・
民
俗
文
化
を
探
る
」
と
し

て
、
五
か
年
計
画
で　

旧
一
町
五
村
の
先
人

の
築
き
上
げ
た
豊
か
な
民
俗
文
化
の
歴
史
を

追
求
し
、
伝
え
て
い
く
企
画
で
す
。　
　

　

そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
今
年
度
は
坂
内
地

区
な
ど
の
紙か

み
す
き漉

を
中
心
に
、
徳
山
地
区
の
民

俗
資
料
、
久
瀬
地
区
の
製
炭
・
養
蚕
道
具
、

ま
た
谷
汲
・
春
日
地
区
を
は
じ
め
と
す
る
祭

り
の
道
具
な
ど
の
展
示
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

《
展
示
品
の
紹
介
》

① 
紙か

み
す
き漉
の
資
料

　

坂
内
、
藤
橋
、
久
瀬
地
区
の
紙
漉
の
資
料

を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
紙
漉
や
和
紙
の
歴

史
を
た
ど
り
、
奈
良
時
代
の
戸
籍
や
鎌
倉
時

代
の
仏
教
の
経
典
か
ら
歴
史
に
お
け
る
紙
の

重
要
性
を
見
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
紙
漉
の
文
化
と
関
連
し
て
、
西
美

濃
か
ら
中
濃
に
移
行
し
た
文
化
と
し
て
、
刀

鍛
治
が
あ
り
ま
す
。か
つ
て
清
水
の
地
で「
西

郡
鍛
治
」
と
し
て
鍛
造
さ
れ
た
藤
原
寿
命
の

刀
剣
を
展
示
し
、
埋
れ
た
文
化
を
掘
り
出
し

ま
す
。

② 

山さ
ん
し
ょ
う樵
用
具
・
養
蚕
用
具

　

揖
斐
川
上
流
山
間
部
で
は
、か
つ
て
林
業
・

製
炭
業
お
よ
び
養
蚕
が
重
要
な
産
業
で
あ
っ

た
こ
と
を
ふ
ま
え
、様
々
な
の
こ
ぎ
り
や
炭
・

段
木
な
ど
の
資
料
、
お
よ
び
民
間
に
伝
わ
る

信
仰
と
し
て
「
山
の
講
」
の
資
料
を
展
示
し

て
あ
り
ま
す
。

③ 

民
俗
資
料

　

徳
山
民
俗
資
料
収
蔵
庫
の
所
蔵
品
を
中
心

に
、
山
村
の
巧
み
な
技
法
に
裏
打
ち
さ
れ
た

数
々
の
民
具
を
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

④ 

祭
り

　

春
日
太
鼓
踊
り
、
谷
汲
踊
お
よ
び
桂
古

代
踊
り
、
白
樫
踊
り
の
衣
装
を
一
堂
に
展
示

し
、
町
内
の
様
々
な
祭
り
の
様
相
を
比
較
し

ま
す
。
ま
た
、
揖
斐
祭
り
芸　

彫
刻
の
「
旭

烏
」（
高
砂　

）、「
手
長
足
長
」「
老
松
」（
住

吉　

）
を
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

博物館博物館･歴史資料館だより歴史資料館だより博物館･歴史資料館だより

オープニングセレモニーの様子

○
期
間　
　

平
成
十
八
年
一
月
三
十
一
日
（
火
）
〜
三
月
十
二
日
（
日
）

○
会
場　
　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館　

特
設
会
場

紙漉き資料の展示山樵・養蚕資料

国指定を受けた「ネヤ」（寝床）祭り資料
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揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

林　

良
夫
さ
ん
（
北
方
）　

野
菜　

　

牧
村
さ
ん
（
房
島
）　　
　

野
菜

　

去
る
12
月
12
日
に
逝
去
さ
れ
た　

故 

長
柄
五
郎
さ
ん
の
遺
志
に
よ
り
、

長
柄
さ
ん
が
生
前
務
め
ら
れ
た
小
島

小
学
校
、
清
水
小
学
校
、
揖
斐
川
中

学
校
の
３
校
に
そ
れ
ぞ
れ
30
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
月
20
日
（
金
）、
長
柄
さ
ん
の
ご

家
族
が
宗
宮
町
長
に
目
録
を
渡
さ
れ

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
の
た
め

に
役
だ
た
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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（揖斐川町総合在宅介護支援センターからのお知らせ）

○「自立支援」と「介護予防」
　平成 12年度に始まった介護保険サービスの内容が、平成 18年度より制度内容が大きく変わり、新しい枠組みで
再スタートすることとなります。
　今回の制度改革の特徴は「自立支援」と「介護予防」の強化です。
　つまり「介護予防」（できるかぎり要介護状態にならない、またたとえ要介護状態であったとしてもそれ以上の
重度化を防ぐ）の取り組みをより一層重視し、それによって介護保険制度本来の目的である「自立支援」（利用者
本人の意思に基づき、自立した質の高い生活を送ることができるように支援する）を力強く実現させていく、とす
るものです。
　揖斐川町においても、本年 1月より介護保険改正準備室を立ち上げました、現在制度改正に伴うサービスの調整
や準備、また新しい介護保険制度の要となる施設『地域包括支援センター』の業務についての計画などを進めてお
ります。

○新予防給付の創設
　平成 18年度からこれまでの介護保険制度の給付体制が変わり、新たに「新予防給付」が新設されます。（図１）
　新予防給付に該当するのは、「要支援１」あるいは「要支援２」と判定された方です。
　この「要支援１」とは現行の「要支援」と審査判定された方です、そして現行で「要介護１」と判定されていた
方については比較的状態の軽い「要支援２」と比較的状態の重い「要介護１」に分かれます。
　要介護２～５についてはサービスの利用を含めて変更はありません。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（※制度移行期間の暫定措置として、原則的に現行の要介護・要支援認定をすでに受けておられる方については、平成 18年
4月 1日以降も認定有効期間中は現行の介護給付、予防給付でのサービスの利用となります。）

○ 介護給付と新予防給付の利用について
　在宅で「介護保険サービス」を受ける際には、原則としてケアプラン（それぞれの利用者の自立支援に向けて、
どの介護サービスをどのようにどれだけ利用すれば良いかの計画）の作成が必要です。
　このケアプランの作成は、ほとんどの場合「ケアマネジャー ( 介護支援専門員 )」が行います。制度が改正された
後も介護が必要（要介護１～５）と認定を受ければ、この仕組みは変わりません。( 介護給付 )
　新予防給付については、支援が必要（要支援１・２）と認定を受けられた方が対象となり利用することができま
す。さらに「どのような介護予防サービスをどの程度利用すれば良いか」という計画（介護予防プラン）については、
平成１８年度４月より新たに設置される「地域包括支援センター」の保健師等もしくは、業務委託を受けた居宅介
護支援事業所のケアマネージャーが行うことになります。
　担当の保健師等は、介護予防の計画を作成して、介護予防のサービスを手配するだけでなく「本当にそのサービ
スを利用することで介護予防の効果が達成されたか」など、サービス提供後も責任を持って定期的にフォローを行
い、改善の具合に携わらせて頂きます。

○地域包括支援センター
　高齢者などが住み慣れた地域で自立した生活が営めるように、心身の健康の維持、生活の安定、保険・福祉・医
療の向上と増進のための必要な援助、支援を包括的に担う地域の中核機関として新設されるのが「地域包括支援セ
ンター」です。

☆詳しくは揖斐川町役場福祉課 (22-2111)、揖斐川町総合在宅介護支援センター（旧揖斐川幼稚園）（23-0881）、
　各地区の在宅介護支援センター、もしくは担当の介護支援専門員ケアマネージャーなどにお尋ねください。

現
行
区
分

要
支
援

要
支
援
１

要
支
援
２

要
介
護
１

要
介
護
１

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

要
介
護
２

要
介
護
３

要
介
護
４

要
介
護
５

新
区
分

新予防給付 介 護 給 付

図１

Information Room
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　障害者自立支援法が平成 18 年 4月から施行され、障害福祉サービス（居宅・施設）を利用した場合
の利用者負担額の算出方法が変わります。
　平成 18 年 4月以降は、利用したサービスの量に応じて、サービス利用費の原則 1割を負担していた
だくこととなります。また、施設に入所されている方の食費・光熱水費、通所されている方の食費の実
費が、利用者の方の負担となります。一方で、収入の少ない方については、所得段階に応じた月額負担
上限や、一定の資産を持たない利用者の方に対する減免措置など、負担軽減のための仕組みが設けられ
ます。
　現在、障害福祉サービスを利用されている方で、平成18年4月以降も引き続き障害福祉サービス（居宅・
施設）を利用される方は、平成 18年 3月中に月額負担上限額を確定するため、新たに申請手続を行っ
ていただく必要があります。また、平成 18年 4月以降は、精神障害者の方への居宅サービスも、障害
者自立支援法を通じて利用していただくことになります。申請手続がまだ終わっていない方は、揖斐川
町役場福祉課または各振興事務所住民福祉課の窓口で申請手続を行っていただくようにお願いします。

※揖斐川町役場福祉課または各振興事務所住民福祉課にあります。
※住民票、課税状況を確認できる書類（課税証明書など）、年金証書、通帳など、申請・申告された内
容を証明する書類が必要な場合がありますので、あらかじめご了承ください。
※個人ごとに必要とする書類の内容が異なります。詳しくは揖斐川町役場福祉課および各振興事務所住
民福祉課に相談してください。

《お問い合わせ先》
　揖斐川町役場　福祉課　　（22-2111）　　　谷汲振興事務所住民福祉課（55-2111）
　春日振興事務所住民福祉課（57-2111）　　　久瀬振興事務所住民福祉課（54-2111）
　藤橋振興事務所住民福祉課（52-2111）　　　坂内振興事務所住民福祉課（53-2111）

Information Room

　《対象となる現在の障害福祉サービス》

区　分 身体障害 知的障害 児　童 精神障害

居宅 居宅介護、デイサービス、短期入所、地域生活援助（知的障害者のみ）

施設 入所・通所施設等 入所・通所施設等

　《所得段階に応じた月額負担上限額》

区　分 説　明 月額負担上限金

①生活保護 生活保護受給世帯 ０円

②低所得１ 市町村民税非課税であって障害者または障害児の保護者の収
入が80万円以下であること 15,000円

③低所得２ 市町村民税非課税世帯である者のうち、②に該当しない者 24,600円

④一般 市町村民税課税世帯 37,200円

　《申請手続に必要な書類》

① 申請書（利用しているサービスの種類などを記入します。）
② 申告書（世帯の収入・所得の状況について申告します。）
③ 同意書（必要書類の添付を省略するための同意書です。）

※揖斐川町役場福祉課また
は各振興事務所住民福祉課
にあります。
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　障害者自立支援法が平成 18年 4月から施行され、精神障害者通院医療公費負担制度から障害者自立
支援医療制度へと変わります。
　平成 18年 4月以降の自立支援医療制度の受給を希望される方は、平成 18年 3月中に改めて申請手
続を行っていただく必要があります（現在お持ちになっている患者票は平成 18年 4月以降使えなくな
ります）。申請手続に関する説明書類などは、平成 18年 1月 6日付けで岐阜県から各精神通院公費受給
者の方に個別に郵送されていますので、同封されている書類に必要事項を記入していただき、必要書類
を添付の上、揖斐川町役場福祉課または各振興事務所住民福祉課、（または県内の精神科の病院および
診療所）の窓口で申請手続を行っていただくようにお願いします。

※個人ごとに必要とする書類の内容が異なります。①～④まではすべての方に提出していただきますが、
⑤以降については条件に該当される方のみ必要となります。詳しくは県より郵送されている文章をご確
認していただいた上、揖斐川町役場福祉課および各振興事務所住民福祉課（または現在受診されている
病院・診療所）に相談してください。

《お問い合わせ先》
　揖斐川町役場　福祉課　　（22-2111）　　　谷汲振興事務所住民福祉課（55-2111）
　春日振興事務所住民福祉課（57-2111）　　　久瀬振興事務所住民福祉課（54-2111）
　藤橋振興事務所住民福祉課（52-2111）　　　坂内振興事務所住民福祉課（53-2111）

　《精神通院医療公費負担制度》

平成18年 3月まで
平成18年 4月から

精神通院医療制度（自己負担5%）
自立支援医療制度（所得に応じた負担割合）
※所得に応じて負担上限額を設定、原則自己負担10%

　《申請手続に必要な書類 [例 ]》

① 申請書
　揖斐川町役場福祉課または各振興事務所住民福祉課（または県内の精神科の病院・診療所）にあ
ります。
② 所得区分に関するチェックシート
　（岐阜県から郵送されている郵便物に同封されています。）
③ 健康保険証の写（コピー）（社会保険と国民健康保険では必要な範囲が異なります。）
④ 同意書（岐阜県から郵送されている郵便物に同封されています。）
　課税状況を確認できる書類（課税証明書など）を提出していただく場合がありますのであらかじ
めご了承ください。

⑤ （町民税課税世帯で疾病・症状などが該当される方のみ）「重度かつ継続」の意見書（病院・診
療所で発行します。）
⑥ 年金受給者の方のみ（障害年金、遺族年金等公的年金）年金証書または振込み通知書の写（コピー）
⑦ （お持ちの患者票の有効期限が平成18年 3月末までの方のみ）医師の診断書（主治医とご相談
ください。）
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Information Room

劇
な
ど
を
し
て
い
た
だ
き
、
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
誘
い
合
っ
て
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

毎
週
月
曜
日
（
園
庭
開
放
日
）　

　
　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時
00
分

毎
週
木
曜
日
（
コ
ア
ラ
ち
ゃ
ん
の
日
）　

　
　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　　

こ
ど
も
を
危
険
か
ら
守
る
た
め
に
揖
斐
川

町
全
体
で
「
こ
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ
」
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
と
考
え
る
子
育

て
講
座
を
企
画
い
た
し
ま
し
た
。助
け
合
い
・

笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
『
ほ
の
ぼ
の
タ
ウ
ン
揖
斐

川
町
』
に
な
っ
て
い
く
種
を
ま
い
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の

方
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
主
催　

揖
斐
川
町
（
健
康
福
祉
部
）

■
講
師　

ぎ
ふ
Ｃ
Ａ
Ｐ

■
期
日　

平
成
18
年
３
月
21
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
開
場

■
時
間　

午
前
９
時
半
〜
午
前
11
時
半

■
場
所　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

【
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
３―

１
１
３
６

　

風
が
冷
た
く
て
も
陽
の
光
に
暖
か
さ
を
感

じ
ま
せ
ん
か
。
も
う
少
し
頑
張
る
と
春
…

　

嬉
し
い
で
す
ね
。
３
月
も
楽
し
い
集
い
を

計
画
し
ま
し
た
の
で
、
お
友
だ
ち
を
誘
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

■
場
所　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館
２
Ｆ
遊
戯
室

■
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
ま
で

■
休
館
日　

祝
祭
日
、
土
・
日
・
月
曜
日
、

　
　
　
　
　

公
民
館
行
事
の
と
き
（
22
日
）

※
今
年
度
登
録
時
に
撮
影
し
た
写
真
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
中
で
す
。
ま
た
、
使
用
し
て
い
る

名
札
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
も
ど
っ
て
い

な
い
子
が
い
ま
し
た
の
で
心
当
た
り
の
方

は
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。（
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
事
務
所
ま
で
）

【
か
す
が
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
】

  

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
７―

２
３
１
９

　

お
散
歩
が
気
持
ち
よ
い
季
節
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
ツ
ク
シ
や
ア
リ
な
ど
見
つ
け
て
春

の
訪
れ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
今
年
度
最
後

の
日
に
は
「
お
話
の
会
」
の
方
た
ち
に
人
形

※
託
児
あ
り 

幼
児
・
小
学
校
低
学
年
15
名

※
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
13
日
（
月
）
ま

で
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】　

揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
３―

１
１
３
６　

担
当　

高
橋

※
第
１
回
子
育
て
講
座
は
、２
月
26
日
（
日
）

に
久
瀬
地
域
で
実
施
し
ま
す
。
地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
で
実
施
す
る
は
こ
び
と
な
り

ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
で
研
修
会
・
講
演
会
な
ど
の
託

児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
若
い
お
母
さ
ん
方
を
応
援
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
申
し
込
み
先
】
揖
斐
川
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
３―

１
１
３
６　

担
当
者　

高
橋

　

揖
斐
川
町
に
伝
わ
る
む
か
し
話
を
楽
し
む

会
を
行
い
ま
す
。

■
と
き　

３
月
25
日(

土)

９
時
50
分
開
場

■
会
場　

揖
斐
川
町
歴
史
民
俗
資
料
館
民
家

■
参
加
費　

無
料

■
持
ち
物　

お
わ
ん
と
お
は
し
（
終
了
後
い

ろ
り
を
囲
ん
で
豚
汁
餅
を
食
べ
ま
す
。）

　

小
学
校
児
童
の
な
か
で
放
課
後
に
保
護
者

が
留
守
の
た
め
、
養
育
が
で
き
な
い
児
童
を

預
か
る
留
守
家
庭
児
童
教
室
を
次
の
と
お
り

開
設
し
ま
す
。

■
対
象
児
童

小
学
校
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
児
童

原
則
と
し
て
保
護
者
な
ど
が
月
に
15
日
以

上
が
留
守
に
な
る
家
庭

■
教
室
の
開
設
日

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
放
課
後
か
ら

午
後
６
時
ま
で

■
教
室
の
場
所

揖
斐
小
・
大
和
小
・
北
方
小
・
清
水
小
・

小
島
小
（
平
成
18
年
度
は
５
校
で
開
設
の

予
定
で
す
）

※
希
望
者
の
人
数
に
よ
っ
て
は
教
室
を
開
設

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
保
育
料　

月
額
４
，
５
０
０
円

■
保
険
料　

２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
（
う
ち
２
０
０
円 

町
負
担
）

■
申
込
み
方
法

　

申
込
用
紙
（
各
小
学
校
に
あ
り
ま
す
）、

入
室
の
申
請
書
お
よ
び
事
業
所
な
ど
の
勤
務

状
況
証
明
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
各
小

学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
内
容
を
審
査
後
、
入
室
決
定
通
知
を

交
付
し
ま
す
。

■
申
込
み
期
限　

　

平
成
18
年
３
月
10
日
（
金
）

【
お
問
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会　

学
校
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
６―

３
２
０
０

１
日
（
水
）

７
日
（
火
）

14
日
（
火
）

24
日
（
金
）

親
子
観
劇
（
ま
ど
）

ふ
れ
あ
い
広
場
（
誕
生
会
＆

お
話
ル
ー
ム
…
パ
ク
パ
ク
）

ふ
れ
あ
い
広
場
（
計
画
中
！
）

健
康
セ
ミ
ナ
ー
（
食
会
に
よ

る
食
育
指
導　

今
年
度
最
終
日
）

２
日
（
木
）

６
日
（
月
）

９
日
（
木
）

13
日
（
月
）

16
日
（
木
）

20
日
（
月
）

園
児
と
遊
ぼ
う

園
庭
開
放
日

リ
ズ
ム
あ
そ
び

園
庭
開
放
日

人
形
劇
鑑
賞
・
お
別
れ
会

園
庭
開
放
日
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近
年
、
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
揖
斐

郡
内
で
も
約
５
，
８
０
０
頭
の
犬
が
登
録
さ

れ
て
お
り
、
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
、
犬
に
よ
る
咬
傷

事
故
や
飼
い
方
に
関
す
る
苦
情
が
数
多
く
保

健
所
や
町
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
西
濃
地
域
保
健
所
揖
斐
セ

ン
タ
ー
で
は
、
飼
犬
の
基
本
的
な
し
つ
け
方

を
揖
斐
郡
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
に
学
ん

で
い
た
だ
く
た
め
、「
愛
犬
の
し
つ
け
方
教

室
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、現
在
、

犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
や
こ
れ
か
ら
飼
わ
れ

る
予
定
の
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
教
室
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時　

平
成
18
年
３
月
19
日
（
日
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

■
開
催
場
所　

大
野
町
役
場 

駐
車
場

　

揖
斐
郡
大
野
町
大
野
80　

■
内　

容　

①
犬
を
飼
う
た
め
の
、
飼
主
の
心
構
え
、
飼

育
環
境
な
ど
に
つ
い
て
の
講
習

②
犬
を
用
い
た
、基
本
的
な
「
し
つ
け
方
法
」

の
実
技
指
導

③
参
加
予
定
者
の
飼
主(

希
望
者
10
名
程
度)

に
対
す
る
、
飼
犬
を
用
い
た
個
人
指
導

■
参
加
者　
　
　

①
揖
斐
郡
内
で
、
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
ま
た

は
こ
れ
か
ら
飼
わ
れ
る
方
（
約
30
名
）

②
実
技
指
導
（
約
10
名
）
を
希
望
の
方
は
犬

を
同
伴
す
る
こ
と
（
同
伴
犬
は
ワ
ク
チ
ン

接
種
済
み
で
あ
る
こ
と
）

■
申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
に「
参
加
者
の
住
所
、

氏
名
、
職
業
、
電
話
番
号
、
同
伴
犬
種
（
見

　

こ
れ
ま
で
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
権
者

は
、
老
齢
ま
た
は
死
亡
を
支
給
事
由
と
す
る

厚
生
年
金
給
付
と
の
併
給
は
で
き
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
18
年
４
月
か

ら
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
は
受
給
権
者
か

ら
の
申
し
出
に
よ
り
、
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
今
ま
で
「
障
害
基
礎

年
金
」
と
「
老
齢
基
礎
年
金
＋
老
齢
厚
生
年

金
」
の
ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
て
受
給
し

て
い
ま
し
た
が
、
老
齢
基
礎
年
金
よ
り
も
障

害
基
礎
年
金
の
金
額
が
多
い
場
合
、「
障
害

基
礎
年
金
＋
老
齢
厚
生
年
金
」
と
い
う
選
択

も
可
能
と
な
り
、
結
果
と
し
て
受
給
で
き
る

年
金
額
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
留
意
事
項

・
併
給
の
申
し
出
は
、
平
成
18
年
４
月
１
日

か
ら
可
能
で
す
。

・
制
度
改
正
前
か
ら
当
該
年
金
を
受
給
し
て

い
る
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
障
害
基
礎
年
金
と
退
職
共
済
年
金
（
ま
た

は
遺
族
共
済
年
金
）
も
併
給
可
能
で
す
。

・
特
別
障
害
給
付
金
は
、
今
回
の
併
給
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

お
問
合
せ
は
、

大
垣
社
会
保
険
事
務
所

　

０
５
８
４―

７
８―

５
１
６
６　

ま
た
は

『
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
』

　

０
５
７
０―

０
７―

１
１
６
５　

へ
！

学
の
場
合
は
講
習
の
み
と
記
載
）」
を
明
記

し
、
３
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
西
濃
地
域
保

健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー
生
活
衛
生
担
当
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。（
※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。）

【
申
込
先
】
〒
５
０
１―

０
５
９
４

揖
斐
郡
大
野
町
黒
野
塚
廻
り
１
９
１

　

西
濃
地
域
保
健
所
揖
斐
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
衛
生
担
当　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
５―

３
２―

１
５
３
０

　

町
村
合
併
に
伴
い
旧
町
村
に
あ
り
ま
し

た
５
つ
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
統
合

し
、
新
し
い
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
設

立
総
会
が

12
月
20
日

に
県
議
会

議
員
、
町

議
会
議

長
、
県
シ

ル
バ
ー
連

合
事
務
局

長
を
来
賓

に
迎
え
、

揖
斐
川
町

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
平
成
18
年
１
月

１
日
か
ら
新
し
い
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

会
員
数
約
５
百
人
で
地
域
の
産
業
、
個
人

の
営
業
、
家
庭
の
手
伝
い
な
ど
、
シ
ル
バ
ー

な
ら
で
は
の
き
め
細
か
な
手
助
け
を
し
ま

す
。

■
取
扱
事
業　
　

・
施
設
管
理
（
施
設
・
駐
車
場
・
倉
庫
管
理
、

自
転
車
整
理
、
日
直
な
ど
）

・
工
場
内
作
業
（
資
材
整
理
、
構
内
・
事
務

所
の
掃
除
、
洗
車
、
そ
の
他
軽
作
業
な
ど
）

・
家
事
手
伝
（
掃
除
、
洗
濯
、
買
物
、
調
理
、

庭
木
の
水
や
り
、
介
護
補
助
な
ど
）

・
サ
ー
ビ
ス
外
務
（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
チ
ラ

シ
配
布
な
ど
）

・
屋
内
外
作
業
（
剪
定
、
襖
・
障
子
・
網
戸

の
張
替
、
農
作
業
、
除
草
、
草
刈
、
掃
除
、

片
付
け
な
ど
）

・
修
理
修
繕
（
簡
単
な
大
工
仕
事
、
ペ
ン
キ

塗
り
、
簡
単
な
修
繕
な
ど
）

・
事
務
整
理
（
賞
状
の
毛
筆
書
き
、
宛
名
書

き
、
一
般
事
務
な
ど
）

■
平
成
18
年
度
会
員
募
集

　
　

生
涯
現
役
！　

生
涯
青
春
！

●
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
、
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方
。

●
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
主
旨
に
賛
同

し
た
方
。

●
入
会
説
明
を
受
け
、
入
会
申
込
み
を
し
た

方
（
理
事
会
の
入
会
承
認
が
必
要
で
す
）

●
定
め
ら
れ
た
会
費
を
納
入
し
た
方
。

■
連
絡
先　

揖
斐
川
町
上
南
方
１
９
３
番
地

　

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
内
（
旧
揖
斐
川

　

幼
稚
園
）

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
５―

２
３―

０
９
０
７

　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
８
５―

２
３―

０
９
１
３

　

谷
汲
支
所　

５
６―

３
７
０
０

　

久
瀬
支
所　

５
４―

２
１
１
１

　

坂
内
支
所　

５
３―

２
１
１
１
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レ
ビ
配
線
工
事
を
予
定
さ
れ
る
方
で
、
将
来

揖
斐
川
町
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の
加
入
を

考
え
て
お
ら
れ
る
場
合
に
は
、
配
線
工
事
に

て
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
適
し
た
ブ
ー
ス
タ
ー

や
ケ
ー
ブ
ル
を
用
い
て
施
工
す
る
こ
と
が
望

ま
れ
ま
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
は
、
役
場
情
報
政
策
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
私
有
地
に
立
つ
中
電
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
電

柱
へ
の
揖
斐
川
町
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ

ル
の
増
架
設
・
補
強
に
つ
い
て

　

町
内
に
張
り
巡
ら
せ
る
揖
斐
川
町
の
ケ
ー

ブ
ル
網
（
光
と
同
軸
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の

多
く
が
中
電
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
柱
に
架
設
さ
れ

ま
す
。
電
柱
の
中
に
は
、
私
有
地
に
建
つ
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
土
地
所
有
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
揖
斐
川
町
の
ケ
ー
ブ
ル
が

増
架
さ
れ
る
こ
と
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、

ご
了
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

ま
た
、電
柱
の
補
強
な
ど
の
工
事
が
中
電
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
て
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
土
地

所
有
者
の
皆
さ
ん
の
ご
了
解
を
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
い
た
だ
け

ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
役
場　

情
報
政
策
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２―

２
１
１
１

　

予
備
自
衛
官
補
と
は
、
必
要
な
教
育
訓
練

を
受
け
、
修
了
後
に
予
備
自
衛
官
と
な
る
制

度
で
す
。

　

予
備
自
衛
官
は
、
普
段
は
社
会
人
と
し
て

仕
事
を
し
な
が
ら
、
必
要
な
ス
キ
ル
を
継
続

的
に
維
持
さ
せ
る
た
め
定
期
的
に
訓
練
を
受

け
、
有
事
の
際
に
は
防
衛
招
集
命
令
ま
た
は

国
民
保
護
等
招
集
命
令
に
よ
り
出
頭
し
、
自

衛
官
と
な
っ
て
後
方
の
警
備
や
後
方
支
援
ま

た
は
国
民
保
護
の
た
め
の
措
置
な
ど
の
任
務

に
当
た
り
ま
す
。

■
受
付
期
間
お
よ
び
試
験
期
日

　

受
付　

平
成
18
年
４
月
７
日(

金)

ま
で

　
　
　
　
（
※
志
願
票
必
着
）

　

試
験　

平
成
18
年
４
月
15
日(

土
）
〜
17

日(

月
）
い
ず
れ
か
１
日
を
指
定

■
採
用
の
ポ
イ
ン
ト

○
採
用
区
分　
「
一
般
」・「
技
能
」
に
よ
る

採
用
に
分
か
れ
ま
す
。

（
技
能
と
は
、
医
療
・
語
学
・
車
両
整
備

士
な
ど
の
専
門
技
術
者
の
採
用
で
す
。）

○
採
用
対
象　

自
衛
官
未
経
験
者

○
採
用
年
齢　
「
一
般
」
18
歳
以
上
34
歳
未

満
、「
技
能
」
18
歳
以
上
で
、
保
有
す
る

技
能
に
応
じ
て
53
歳
〜
55
歳
未
満

○
処
遇　

教
育
訓
練
招
集
手
当

　
　
　
　

日
額
７
，
９
０
０
円

○
教
育
訓
練
「
一
般
」
50
日
／
３
年
以
内

「
技
能
」
10
日
／
２
年
以
内

【
お
問
合
せ
先
】
防
衛
庁
・
自
衛
隊　

岐
阜

地
方
連
絡
部　

大
垣
事
務
所
大
垣
市
林
町
５

丁
目
18
番
（
光
和
ビ
ル
２
Ｆ
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
４―

７
３―
１
１
５
０

Information Room

　

次
の
と
お
り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◎
谷
汲
振
興
事
務
所　

用
務
員

■
募
集
人
員　

１
名

■
応
募
資
格　

年
齢
60
歳
未
満
の
方

■
試
験　

面
接
試
験
を
実
施

■
採
用　

平
成
18
年
４
月
１
日

■
雇
用
期
間　

１
年
間

■
給
与　

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に
よ
る

■
勤
務
時
間　

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
土
曜

日
、
日
曜
日
、
国
民
の
休
日
お
よ
び
年
末

年
始
を
除
く
）
７
時
30
分
〜
15
時
15
分

■
応
募
方
法　

履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

記
入
し
て
、
３
月
10
日
ま
で
に
、
揖
斐
川

町
役
場
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

揖
斐
広
域
連
合
で
は
、
次
の
と
お
り
嘱
託

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
職　
　

種　

介
護
保
険
認
定
訪
問
調
査
員

■
採
用
年
月　

平
成
18
年
４
月

■
募
集
人
員　

２
名

■
申
込
期
間　

平
成
18
年
３
月
15
日
ま
で

　
（
郵
送
の
場
合
は
必
着
）

■
応
募
資
格　

揖
斐
川
町
在
住
で
採
用
時
満

55
歳
ま
で
の
方

■
選　
　

考　

面
接
試
験

■
提
出
書
類　

履
歴
書
（
介
護
福
祉
士
、
ヘ

ル
パ
ー
な
ど
資
格
を
有
す
る
方
は
、
そ
の

資
格
を
証
明
す
る
書
類
の
写
し
を
添
付
）

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
上
南
方
１―

１　

揖
斐
広
域
連
合

　

介
護
保
険
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
３―

０
１
８
８

　

揖
斐
川
町
が
計
画
し
て
い
る
「
放
送
通
信

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
」
は
、事
前
調
査
、

実
施
設
計
を
完
了
し
、
平
成
18
年
度
よ
り
順

次
施
工
を
行
う
予
定
で
す
。

　

今
後
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
や
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
に
加
入
す
る
場
合
な
ど
は
考
慮
し
た

対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

■
テ
レ
ビ
購
入
を
予
定
さ
れ
て
い
る

方
へ

　

現
在
多
く
の
方
が
受
信
さ
れ
て
い
る
地
上

放
送
は
、
平
成
23
年
７
月
に
こ
れ
ま
で
の
ア

ナ
ロ
グ
方
式
の
放
送
が
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
放

送
に
一
元
化
さ
れ
る
予
定
で
す
。（
総
務
省
）

　

現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
は
平
成
23
年
７

月
ま
で
は
使
用
で
き
ま
す
が
、
以
降
は
別

途
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
な
ど
を
用
意
す
る

か
デ
ジ
タ
ル
対
応
の
テ
レ
ビ
を
購
入
す
る
な

ど
、
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
対
応
テ
レ
ビ
に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
タ
イ
プ
や
機
能
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
家
電
店
店
頭
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
個
別
ア
ン

テ
ナ
に
よ
り
受
信
可
能
な
地
域
は
、
限
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
家
屋
の
新
築
・
増
築
を
予
定
さ
れ

て
い
る
方
へ

　

新
築
・
増
改
築
な
ど
に
あ
た
り
宅
内
の
テ
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■
給　
　

与　

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る

■
勤
務
時
間　

８
時
45
分
〜
17
時
30
分

■
勤
務
日
数　

週
２
〜
３
日

　
　
（
状
況
に
応
じ
変
動
あ
り
：
応
相
談
）

■
申
込
み
期
間　

３
月
１
日
〜
11
日

※
面
接
予
定
日
時
・
場
所
は
担
当
よ
り
連
絡

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
面
接
に
よ
り
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
申
込
み
時
に
「
履
歴
書
（
写
真
）」
と
「
住

民
票
」
を
そ
れ
ぞ
れ
１
通
ず
つ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
申
込
み
・
お
問
合
せ
先
】

揖
斐
川
町
教
育
委
員
会　

藤
橋
城
・
西
美
濃

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
５―

５
２―

２
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
（
藤
橋
振
興
事
務
所
内
）

　

春
日
森
の
文
化
博
物
館
で
は
寒
い
間
は
、

表
題
の
テ
ー
マ
で
「
地
区
め
ぐ
り
」
を
し
て

い
ま
す
。（
１
月
下
旬
〜
３
月
中
旬
）

　

こ
の
事
業
の
内
容
は
「
春
日
の
13
地
区
へ

順
に
出
か
け
て
次
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
」

と
い
う
も
の
で
す
。

①
町
内
に
あ
る
博
物
館
の
関
連
施
設
で
取
り

組
ん
で
き
た
事
柄
や
予
定
な
ど
に
つ
い
て

話
す
。

②
地
域
に
ま
つ
わ
る
主
に
昔
の
衣
・
食
・
住

な
ど
に
つ
い
て
の
話
を
聴
く
。

　

館
で
は
「
こ
う
し
た
中
で
収
集
し
た
事
柄

を
ヒ
ン
ト
に
し
て
新
年
度
の
運
営
を
行
い
、

町
が
よ
り
活
性
化
す
る
よ
う
〝
文
化
を
活
か

す
〞
の
面
か
ら
寄
与
し
て
い
き
た
い
。」
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

行
く
先
々
で
は
「
シ
モ
ン
茶
の
栽
培
を
し

た
が
」「
甘
茶
を
栽
培
し
て
み
た
が
」「
備
長

炭
を
焼
い
て
み
た
が
」「
母
の
手
の
跡
の
真

綿
が
出
て
き
た
が
」「
肥
桶
を
背
負
っ
て
坂

を
登
っ
た
が
大
変
だ
っ
た
」
な
ど
生
き
る
意

欲
に
満
ち

た
話
や
昔

を
偲
ぶ
苦

労
話
な
ど

が
出
て
、

明
る
い
和

や
か
な
雰

囲
気
が
か

も
し
出
さ

れ
て
い
ま

す
。

　揖斐川地域において生産組合員 11 名、総面積 1.7ha を栽培し
ています。年々、栽培技術が向上しているので、組合においても
年 10 回以上研修会を重ね、技術向上に努めています。来年度か
らはぎふクリーン農業に取り組みます。
　今の時期、ハウスの中は春の陽気で暖かく、赤く色づいたいち
ごを収穫する喜びは最高であると話されます。
　婦人部においては、生産したいちごを自分たちでいちごジャム
に加工しています。このジャムは、「粕川ふれあい市場」や「道
の駅星のふる里ふじはし」で販売しています。

　

平
成
18
年
４
月
よ
り
藤
橋
歴
史
民
俗
資
料

館
お
よ
び
藤
橋
城
・
西
美
濃
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム
な
ど
の
社
会
教
育
施
設
の
運
営
管
理
補
助

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

◎
施
設
受
付
員

■
業
務
内
容　

・
接
客
業
務
（
主
に
入
場
券
の
販
売
、
電
話

対
応
、
施
設
案
内
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
内
に

お
け
る
接
客
誘
導
な
ど
）

・
施
設
美
化
管
理
業
務
（
施
設
内
お
よ
び
周

辺
の
清
掃
、
資
料
館
の
囲
炉
裏
火
焚
き
、
除

草
作
業
な
ど
）

■
募
集
人
員　

６
名

■
応
募
資
格　

健
康
で
協
調
性
が
あ
り
、
人

と
接
す
る
こ
と
が
好
き
で
、
土
日
祝
日
の

出
勤
が
可
能
な
方

■
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
12
月
20
日

■
給　
　

与　

日
々
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件

に
よ
る

■
勤
務
時
間　

８
時
45
分
〜
17
時
30
分

■
勤
務
日　

週
２
〜
４
日

　
（
開
館
日
数
に
よ
り
変
動
あ
り
：
応
相
談
）

◎
施
設
作
業
員

■
業
務
内
容　

施
設
美
化
維
持
管
理
業
務

（
主
に
施
設
内
外
の
除
草
作
業
、
植
栽
の

手
入
れ
、
簡
便
な
修
繕
な
ど
）

■
募
集
人
員　

２
名

■
応
募
資
格　

健
康
で
屋
外
で
の
作
業
が
苦

に
な
ら
な
い
方

■
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
12
月
20
日

2月 28日（火）は、固定資産税（４期）
国民健康保険税（10期）
介護保険料（６期）
の納期限です。

　
　納め忘れのないように、早めに納めましょう。
　また、口座振替で納付されている方は、納期限前日
までに預貯金残額の確認と入金をお願いします。

地区で交流している春日六合
上ヶ流の人々
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